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 水は限りある資源です

水を大切に
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水を大切に
水は限りある資源です

連載
①

③ 三好市の水道施設について

現在、三好市には全体で、上水道１か所、簡易水道 17 か所、飲
料水供給施設８か所、簡易給水施設８か所の水道施設があります。
それぞれの施設概要は下表のとおりです。

② 浄水水質検査について

水道法および関係法令に基づき、次の水質検査を行っています。

　 ※なお、今月までの検査結果に異常はありませんでした。

① 安心・安全できれいな水をつくるために

365 日 24 時間体制で機器の運転や管理業務を行っています。
また、日頃私たちが使用している水は、いくつもの水源地の原水
から各水道施設でのさまざまな工程を経て、私たちの家庭などに
届けられています。

三好市では、私たちの各家庭などに、豊かできれいなおいしい水
を絶え間なく送り続けるため、施設をつくり日々の運転や管理を
行っています。今月号より３回にわたり、水道行政についてより
一層ご理解をいただくため、事業内容などについて掲載してまい
ります。

水は無限にあると思われがちですが、限りある水源からいろいろ
な工程や各施設での作業を通して、私たちの家庭に届けられてい
ます。また近年、異常気象などの影響により、その年によって降
雨量が極端に変動し、山間部の多い三好市では、水源の水が不足
する地域も出てきています。水も大切な資源として、大切に使う
ようにしましょう。

 ■水道水ができるまで（上水道の例） ※地区によって方式は異なります

50 項目検査・・・ 年１回（９項目検査を含む）
28 項目検査・・・ 年３回（９項目検査を含む）
9 項目検査・・・ 年８回

水道に関するお問い合わせ先　三好市 水道課 （電話 72-7626）

※ 水道管の凍結にご注意ください
気温の急激な低下により水道管の破損事故が多発しています。露出している箇所の水道管に保温材を巻いた
り、長期間留守にする場合は止水バルブを閉めるなどして予防いただきますようお願いいたします。
なお、空き家などで漏水をしている箇所を発見した場合は、お手数ですが水道課までご連絡いただきますよ
うお願いいたします。その他詳細は三好市ホームページをご覧ください。

　三好市水道施設概要（平成 22 年 3 月 31 日現在）
 【上水道】

旧町村 池田町
事業名 事業の名称 上水道

給水人口（人） 11,015

 【簡易水道】
旧町村 池田町 東祖谷山村 西祖谷山村

事業名 事業の名称 大利川崎簡易水道 馬路簡易水道 佐野簡易水道 馬場簡易水道 落合簡易水道 一宇簡易水道
給水人口（人） 514 701 335 209 94 269

旧町村 山城町
事業名 事業の名称 川口簡易水道 大津上西宇簡水 下名簡易水道 大野簡易水道 猫坊簡易水道 北部簡易水道 西部簡易水道

給水人口（人） 1,535 351 359 308 111 482 248
旧町村 三野町 井川町

事業名 事業の名称 三野簡易水道 西井川簡易水道 辻簡易水道 井内簡易水道
給水人口（人） 4,612 1,486 1,574 378

 【飲料水供給施設】
旧町村 池田町

組合の名称 二宮地区 峰ノ久保地区 大申地区 越替・小林地区 下野呂内地区 敷ノ上地区 入体・木屋床地区
受益者人口（人） 61 37 16 28 48 63 43

旧町村 西祖谷山村
組合の名称 吾橋地区

受益者人口（人） 99

 【簡易給水施設】
旧町村 池田町

組合の名称 松尾本名地区 下尾後地区 北谷地区 大田地区 梅ノ谷地区 高戸星地区
受益者人口（人） 21 15 11 26 25 40

旧町村 山城町 東祖谷山村
組合の名称 若山地区 中上地区

受益者人口（人） 30 43
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こ
の
度
、
三
好
市
出
身
の
ト
ラ

イ
ア
ス
リ
ー
ト
細
田
雄
一
さ
ん
に

対
し
て
、
三
好
市
表
彰
条
例
に
基

づ
き
、
特
別
功
労
賞
を
授
与
し
ま

し
た
。

　

細
田
さ
ん
は
、
千
葉
市
在
住
の

25
歳
で
、
池
田
中
２
年
の
と
き
に

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
渡
り
、
本
格

的
に
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
に
取
り
組

み
、
現
在
は
プ
ロ（
グ
リ
ー
ン
タ

ワ
ー
・
稲
毛
イ
ン
タ
ー
）と
し
て

国
内
外
の
大
会
で
広
く
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
は
中
国
広
州
で
行

わ
れ
た
第
16
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会

の
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
男
子
に
お
い

て
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
12
月
に

アジア大会 金メダリスト

細田雄一さんに
三好市より特別功労賞

トライアスロン： 水泳（スイム）・自転車ロードレース（バイク）・
長距離走（ラン）の 3 種目を、それぞれ長距離のコースを設定し、
1 人のアスリートがこの順番で連続して行う耐久競技です。トラ
イアスロンとひとくちに言っても、距離の違いだけでさまざまな
タイプがあります。そのなかでも「ショートディスタンス」「オ
リンピックディスタンス」と呼ばれる試合が大部分のレースで採
用され、スイム 1.5 キロメートル・バイク 40 キロメートル・ラ
ン 10 キロメートルで行われます。

徳
島
駅
伝
で
も
力
走

金
メ
ダ
ル
を
胸
に
市
長
と
握
手

は
オ
マ
ー
ン
で
開
催
さ
れ
た
第
2

回
ア
ジ
ア
ビ
ー
チ
ゲ
ー
ム
ズ
で
も

金
メ
ダ
ル
を
獲
得
。
ほ
か
に
も
昨

年
は
国
内
で
４
度
の
優
勝
と
、
石

垣
島
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
で
は
2
位
表
彰
台
を
獲

得
す
る
な
ど
、
ロ
ン
ド
ン
五
輪

（
２
０
１
２
年
）
日
本
代
表
の
最

有
力
候
補
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
１
月
に
行
わ
れ
た
第
57
回

徳
島
駅
伝
に
お
い
て
は
三
好
市

選
手
団
の
一
員
と
し
て
32
区
を
走

り
、
区
間
新
の
タ
イ
ム
を
記
録
し

ま
し
た
。

　

細
田
選
手
は
三
好
市
と
し
て
誇

れ
る
選
手
の
１
人
で
あ
り
、
市
は

こ
れ
か
ら
も
応
援
を
続
け
ま
す
。

　

11
月
26
日
・
27
日
、
第
３
回
人

形
浄
瑠
璃
三
好
市
公
演
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
公
演
は
、
三
好
市
出
身

の
人
形
遣
い
吉
田
勘
緑
氏
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
・
人
形
浄
瑠
璃
実
行
委

員
会
に
よ
る
公
演
活
動
で
、
三
好

市
に
人
形
浄
瑠
璃
を
根
付
か
せ
、

様
々
な
文
化
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
り
新
し
い
人
形
浄
瑠

璃
を
実
現
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
人
形
浄
瑠
璃
が
よ
り
身
近

に
親
し
み
あ
る
伝
統
芸
能
と
し
て

再
認
識
さ
れ
る
よ
う
、
活
動
を
続

け
ま
す
。

　

ま
た
公
演
の
際
、
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、
た
く
さ
ん
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
の
公

演
に
活
か
す
と
と
も
に
、
一
部
を

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

久
し
ぶ
り
の
古
典
文
楽
を
鑑

賞
し
、
命
の
心
の
洗
濯
が

で
き
満
足
。
人
形
の
し
ぐ
さ
、
太

夫
の
語
り
、
三
味
線
、
本
当
に
素

晴
ら
し
い
。「
若
い
人
た
ち
に
も

見
て
も
ら
い
た
い 

人
の
心
を
」

素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。
人

形
に
使
い
手
の
魂
が
や
ど

り
、本
当
に
感
動
い
た
し
ま
し
た
。

次
回
も
来
て
く
だ
さ
る
と
の
事
で

す
の
で
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

人
形
様
の
気
持
ち
が
伝
わ
り
ま
し

た
。吉

田
勘
緑
様
の
三
好
市
公
演

３
回
見
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
人
形
と
は
思
え
ぬ
細
や
か

な
動
作
、
手
の
動
き
な
ど
引
き
込

ま
れ
ま
し
た
。
人
形
浄
瑠
璃
の
日

本
文
化
と
、
エ
レ
キ
バ
ン
ド
の
音

楽
な
ど
、
ど
う
や
っ
て
マ
ッ
チ
さ

せ
る
の
か
と
興
味
深
く
見
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

生
で
舞
台
を
見
て
と
て
も
良

か
っ
た
で
す
。
こ
の
年
代

に
な
る
ま
で
テ
レ
ビ
と
か
で
見
て

た
け
ど
、
生
の
舞
台
で
と
て
も
良

か
っ
た
で
す
。
友
達
に
誘
わ
れ
て

来
て
と
て
も
良
か
っ
た
。
友
達
に

感
謝
で
す
。
ま
た
見
た
い
で
す
。

黒
子
の
方
の
人
形
遣
い
、
太

夫
の
方
、
三
味
線
の
方
、

そ
し
て
舞
台
装
置
の
転
換
の
方
、

の
息
遣
い
が
気
持
ち
が
一
体
と
な

り
素
晴
ら
し
い
浄
瑠
璃
を
堪
能
し

ま
し
た
。

初
め
て
だ
っ
た
け
ど
わ
く
わ

く
し
な
が
ら
見
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
大
変
良
か
っ
た
で

す
。
声
の
人
は
表
情
か
ら
感
情
が

こ
も
っ
て
て
す
ご
く
良
か
っ
た
。

お
疲
れ
さ
ま
。

日
本
古
来
よ
り
の
伝
統
文
化

を
、
こ
の
よ
う
に
地
元
で

身
近
に
上
演
し
て
い
て
、
幸
運
に

思
い
ま
す
。
出
来
る
だ
け
多
く

の
人
た
ち
に
見
て
も
ら
え
る
チ
ャ

ン
ス
を
、
こ
れ
か
ら
も
作
っ
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。
伝
統
的
な
古

典
を
新
し
い
創
作
品
と
、
う
ま
く

合
わ
せ
れ
ば
、
も
っ
と
人
形
浄
瑠

璃
の
良
さ
を
皆
が
知
る
と
思
い
ま

す
。
何
よ
り
も
舞
台
を
身
近
に
感

じ
る
事
が
で
き
、
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。子

ど
も
た
ち
、
若
い
人
に
も

見
せ
て
あ
げ
た
い
の
で
何

年
も
続
け
て
く
だ
さ
い
。裏
方
も
、

ご
苦
労
様
で
す
。

三好市教育委員会 生涯学習課（電話 72-3900）

アンケート
ご意見の紹介

人形浄瑠璃 三好市公演
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　中学生団員 21 名、各種交流団員５名、一般
団員２名を中心とした三好市姉妹都市交流親善
団 32 名が、12 月 15 日から 21 日までの５泊
７日の日程で、姉妹都市であるアメリカ合衆国
オレゴン州ザ・ダルズ市を訪問しました。
　ザ・ダルズ市は、広大な丘陵地帯にチェリー
農園や麦畑がどこまでも広がっています。山や
川に囲まれた環境という点では三好市と似てい
ますが、日本とはスケールの違う大自然がひろ
がっています。
　交流親善団員は、ホームステイをしながら、ザ・
ダルズ市の中学校や裁判所、警察署、マウント
フッドなどを訪れました。ホストファミリーと
の自由行動では、一緒にお菓子を作ったり、買
物に出かけたりしてアメリカの日常生活がどの
ようなものかを体験することができました。ま
た、シーユーレイターパーティでは三好市とザ・
ダルズ市、議会、姉妹都市提携委員会がお互い
にプレゼント交換を行いました。
　これまでの交流を通してお互いの文化を体験
し、認め合いながら築いてきた友情は両市民に
とって大きな財産となっています。今回の派遣
事業は長年たくさんの友情を育んできた交流を
ともに喜びあい、さらなる友情が生まれる訪問
となりました。　

●
こ
の
旅
は
、
姉
妹
都
市
交
流
親
善

団
と
し
て
の
務
め
を
果
た
し
た
り
異

国
の
文
化
を
知
る
だ
け
で
な
く
、
ダ

ル
ズ
の
人
た
ち
の
優
し
さ
を
知
っ
た

旅
で
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の

旅
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
今
ま
で
よ
り

も
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
物
事
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
改
め
て
人
と

人
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
知
り
ま

し
た
。た
と
え
出
身
国
が
違
っ
て
も
、

言
葉
が
違
っ
て
も
、
相
手
を
思
い
や

り
理
解
し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
が
あ

れ
ば
、
簡
単
に
交
流
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
私
が
異
文
化
の
人
々
に
日
本

を
紹
介
す
る
立
場
に
な
っ
て
も
、
私

が
ダ
ル
ズ
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に

し
て
も
ら
っ
た
よ
う
に
、
温
か
く
本

当
の
家
族
の
よ
う
に
迎
え
た
い
で

す
。  （
中
学
生
団
員 

西
岡
田 

千
笑
）

●
出
発
を
す
る
前
、
私
は
英
語
を
話

せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、
頭
が

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
で
も
、
ア
メ
リ

カ
へ
行
っ
た
こ
と
で
、
た
だ
話
せ
る

よ
う
に
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
異
国

の
文
化
や
生
活
へ
の
知
識
や
理
解
も

深
め
る
こ
と
が
大
事
な
ん
だ
な
ぁ

と
、
思
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
家
族
と
離
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

自
分
が
ど
れ
だ
け
支
え
ら
れ
て
、
助

け
ら
れ
て
き
た
ん
だ
、
と
い
う
家
族

の
大
切
さ
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
た
だ
ア
メ
リ
カ
へ
行
っ
て
、

「
も
う
終
わ
っ
た
」
と
す
る
の
で
は

な
く
、
今
回
の
こ
の
貴
重
な
体
験
を

今
後
自
分
の
、
通
訳
や
翻
訳
、
英
語

の
先
生
と
い
う
夢
を
叶
え
る
た
め
の

た
く
さ
ん
の
こ
と
に
活
か
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
中
学
生
団
員 

森 

泉
稀
）

●
今
回
の
姉
妹
都
市
交
流
で
僕
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
も
の
に

対
す
る
考
え
方
が
変
わ
り
ま
し
た
。

言
葉
が
通
じ
な
い
人
た
ち
だ
け
で
な

く
、
友
達
や
、
家
族
、
言
葉
が
通
じ

る
人
た
ち
に
も
、
前
向
き
な
姿
勢
で

一
生
懸
命
話
す
こ
と
を
意
識
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
三
好
市
で
は
体

験
で
き
な
い
こ
と
を
た
く
さ
ん
経
験

し
、
い
つ
も
と
違
う
言
葉
や
文
化
に

触
れ
て
「
世
界
は
広
い
！
」
と
い
う

こ
と
を
実
感
し
、
僕
も
少
し
大
き
く

な
れ
た
気
が
し
ま
す
。
そ
し
て
今
度

は
自
分
の
力
で
ア
メ
リ
カ
に
旅
行
し

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
中
学
生
団
員 

伊
丹 

隆
太
）

●
た
く
さ
ん
の
人
と
出
会
い
、
初
め

て
の
外
国
で
他
で
は
で
き
な
い
貴

重
な
経
験
が
で
き
ま
し
た
。
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
人
や
、
愛
想
が
い
い

と
は
い
え
な
い
私
と
仲
良
く
し
て
く

れ
た
友
達
、
笑
顔
で
話
し
か
け
て
く

れ
た
ミ
ド
ル
ス
ク
ー
ル
の
皆
さ
ん
、

す
べ
て
の
人
に
感
謝
で
す
。
異
な
る

文
化
の
国
の
人
と
交
流
し
た
こ
と

で
、
自
分
の
視
野
を
広
げ
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。ま
た
、「
教
科
」

の
一
つ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ

た
英
語
を
、
生
き
た
「
言
語
」
と
し

て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

回
の
姉
妹
都
市
交
流
は
、
本
当
に
忘

れ
ら
れ
な
い
、
い
い
経
験
に
な
り
ま

し
た
。　

  （
中
学
生
団
員 

平
尾 

雪
）

●
今
回
、
ア
メ
リ
カ
・
ダ
ル
ズ
市
を

訪
問
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
物
の

英
語
や
外
国
の
文
化
に
直
接
触
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
言
葉
が
十
分

に
話
す
こ
と
が
で
き
な
く
て
も
、
身

振
り
手
振
り
、
簡
単
な
単
語
で
で
も

積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
り
に
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
し
た
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
中
学

生
を
見
習
っ
て
、
普
段
の
学
校
生
活

や
日
常
生
活
で
も
も
っ
と
積
極
的
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
約
１
週

間
の
ア
メ
リ
カ
で
の
体
験
を
生
か
し

て
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
や
将
来
に
役

立
て
て
い
き
た
い
で
す
。

（
各
種
交
流
団
員 

柳
生 

夏
希
）

●
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
ミ
ド
ル
ス

ク
ー
ル
、
シ
ニ
ア
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
で

出
会
っ
た
人
た
ち
と
、
も
う
少
し
長

く
一
緒
に
過
ご
し
た
い
。
そ
ん
な
風

に
後
ろ
髪
を
引
か
れ
る
よ
う
な
思
い

に
な
る
の
は
き
っ
と
、
国
や
言
葉
な

ど
を
越
え
て
、
人
ど
う
し
の
繋
が
り

合
い
を
持
て
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ

ろ
う
と
豪
語
し
て
み
ま
す
。
ま
た
ダ

ル
ズ
市
を
訪
れ
る
機
会
が
あ
る
の
な

ら
ば
…
い
え
、
何
が
何
で
も
機
会
を

作
っ
て
み
せ
る
の
で
す
が
、
そ
の
時

は
も
っ
と
自
分
の
英
語
力
や
考
え
を

伝
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
育
て
て
、

今
回
よ
り
も
成
長
で
き
て
い
る
よ
う

に
し
て
お
き
た
い
で
す
。
こ
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
の
体
験
を
忘
れ
ず
に
こ
れ

か
ら
も
語
学
の
勉
強
、
人
と
の
関
わ

り
合
い
、
そ
し
て
自
分
の
考
え
を

伝
え
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
、

日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。  （
各
種
交
流
団
員 

西
尾 

夏
希
）

●
ア
メ
リ
カ
で
は
日
本
と
似
た
環
境

で
あ
り
な
が
ら
、
人
と
人
と
の
関
わ

り
を
大
事
に
し
て
い
る
様
な
気
が
し

ま
す
。
ア
メ
リ
カ
人
は
オ
ー
バ
ー
リ

ア
ク
シ
ョ
ン
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
そ
の
オ
ー
バ
ー
リ
ア
ク
シ
ョ

ン
が
人
の
心
を
響
か
す
の
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
メ
ー

ル
や
電
話
で
は
体
験
で
き
ま
せ
ん
。

私
が
ダ
ル
ズ
に
訪
問
す
る
ま
で
は
、

悲
観
的
で
ア
メ
リ
カ
人
は
合
理
的

で
、
あ
ま
り
家
族
や
友
人
以
外
の
人

に
対
し
て
は
無
関
心
で
、
表
面
上
の

付
き
合
い
が
上
手
な
人
達
だ
と
感
じ

て
い
ま
し
た
が
、
と
て
も
歓
迎
さ
れ

訪
問
を
切
っ
掛
け
に
捉
え
方
を
一
変

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
百
聞
は
一
見
に

如
か
ず
と
い
う
言
葉
が
当
て
は
ま
り

ま
し
た
。（
一
般
団
員 

来
見 

幸
太
郎
）

姉妹都市交流親善団

交流体験記
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【
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
意
見
を
聞
く
会
】

▼
山
城
地
区 

2
月
24
日
（
木
）

　

山
城
公
民
館 

中
会
議
室

▼
西
祖
谷
地
区 

3
月
10
日
（
木
）

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階

▼
東
祖
谷
地
区 

3
月
24
日
（
木
）　

　

東
祖
谷
総
合
支
所
多
目
的
ホ
ー
ル

※
時
間
は
い
ず
れ
も
18
時
30
分
～
19

時
30
分
と
な
り
ま
す
。

※
参
加
希
望
の
方
は
、電
話
・
フ
ァ
ッ

ク
ス
・
メ
ー
ル
な
ど
で
三
好
市
企
画

調
整
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
住
所
地
に
関
係
な
く
参
加
い
た

だ
い
て
結
構
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
三
好
市
に
つ
い

て
、
様
々
な
側
面
か
ら
委
員
の
皆

さ
ん
に
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま

し
た
が
、
12
月
18
日
の
第
７
回
委

員
会
か
ら
は
、
い
よ
い
よ
条
例
に

盛
り
込
む
べ
き
内
容
に
つ
い
て
の

意
見
交
換
を
始
め
ま
し
た
。
ま
ず

は
「
自
治
の
理
念
、市
民
の
権
利
・

責
務
、
市
民
参
加
、
協
働
」
と
い

う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
意
見
を
出
し

合
い
ま
し
た
。
自
治
の
理
念
と
い

う
と
少
し
言
葉
が
硬
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
委
員
か
ら
は
市
民
が

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
な
の
だ
か

ら
、
一
人
ひ
と
り
が
ま
ち
づ
く
り

へ
の
意
欲
・
責
任
を
持
つ
こ
と
で

は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
市
民
主
役
と
い
う
こ
と

は
、
市
民
が
ま
ち
づ
く
り
に
参
加

す
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
な
る

べ
く
多
く
の
市
民
が
参
加
で
き
る

よ
う
な
環
境
を
整
備
す
る
と
い
う

意
味
で
、
子
供
も
含
め
た
様
々
な

年
代
が
参
加
し
、
意
見
が
反
映
さ

れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
。

そ
れ
に
対
し
、
市
は
積
極
的
な
援

助
や
職
員
が
一
緒
に
参
加
で
き
る

環
境
が
大
事
、
と
い
う
意
見
も
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

続
い
て
１
月
13
日
の
第
８
回
委

員
会
で
は
「
地
域
組
織
、
市
民
活

動
」
を
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。
ま

シリーズ まちづくり条例 第三弾

お問い合わせ先
三好市 企画調整課
電話 72-7607・ファックス 72-7202
kikakuchousei＠city.tokushima-miyoshi.lg.jp

「始めよう 市民主役の まちづくり」

ち
づ
く
り
に
は
、
ま
ず
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
・
人
材
育
成
が
必
要
不
可

欠
、
参
加
の
た
め
に
は
自
治
会
や

旧
町
村
単
位
な
ど
小
さ
い
規
模
で

進
め
て
い
く
べ
き
、
活
動
に
は
補

助
金
を
、
と
い
っ
た
具
体
的
な
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
れ

ま
で
の
よ
う
に
、
要
望
だ
け
言
っ

て
市
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、

市
民
が
で
き
る
こ
と
は
ま
ず
市
民

が
や
る
と
い
う
意
識
改
革
も
重
要

で
あ
り
、
そ
れ
に
は
自
治
会
な
ど

の
住
民
組
織
の
役
割
が
大
き
い
と

い
う
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

条例に盛り込む内容は？

　

年
が
明
け
１
月
か
ら
は
、
市
民

委
員
か
ら
だ
け
で
は
な
く
各
地
区

の
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
直
接
意

見
を
伺
う
た
め
、
一
般
参
加
者
に

よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
※
１
）

「
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
意
見
を

聞
く
会
」
を
市
民
委
員
会
の
前
に

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

第
１
回
の
三
野
地
区
で
は
６
名

の
参
加
が
あ
り
、
市
民
委
員
と
一

緒
に
三
野
地
区
・
三
好
市
の
い
い

と
こ
ろ
と
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
に

つ
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
な

い
ま
し
た
。
三
野
地
区
は
自
然
が

豊
か
で
歴
史
が
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
動
も
活
発
で
す
が
、
こ

れ
か
ら
は
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手

の
減
少
、
合
併
に
よ
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
が
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
上
で
懸
念
さ
れ
る
課
題

と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、

三
野
地
区
は
、
災
害
が
少
な
く
住

み
や
す
い
、
歴
史
が
深
い
と
い
っ

た
良
い
所
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ

と
。
そ
れ
な
の
に
住
民
は
三
野
の

良
い
所
を
気
に
し
て
い
な
い
、
知

ら
な
い
人
も
多
い
の
で
は
と
い
っ

た
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
「
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
意
見
を
聞
く
会
」
を
順

番
に
開
催
し
て
い
く
予
定
で
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

あなたの意見を聞かせてください！
「まちづくりについて市民の意見を聞く会」スタート

※ 

１ 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

様
々
な
立
場
の
人
々
が
集
ま
っ
て
自
由

に
意
見
を
出
し
合
い
、
互
い
の
考
え
を

尊
重
し
な
が
ら
意
見
や
提
案
を
ま
と
め

上
げ
て
行
く
こ
と
。

私たちの大切な

地域医療 を守るために
住民・医療者・行政が一体となり、「地域医療」
を守っていくため、様々な情報を発信します

▽
死
亡
す
る
前
の
数
年
間
で
の
医
療

機
関
の
利
用
が
多
い
傾
向
が
あ
る

▽
人
口
が
減
る
と
医
療
機
関
の
利
用

が
減
少
す
る

▽
ど
の
程
度
の
症
状
で
医
療
機
関
を

受
診
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
経
済
状

況
や
医
療
に
関
す
る
知
識
な
ど
の
社

会
状
況
の
影
響
を
受
け
る

▽
65
歳
以
上
の
人
口
は
、
増
加
傾
向

に
あ
り
２
０
２
５
年
に
３
５
０
０
万

人
に
達
し
、
２
０
５
５
年
ま
で
ほ
ぼ

同
数
で
推
移
す
る

▽
死
亡
者
数
は
２
０
３
８
年
頃
ピ
ー

ク
と
な
り
、
死
亡
の
前
に
医
療
を

必
要
と
す
る
こ
と
が
多
く
な
る
と

す
れ
ば
高
齢
者
の
医
療
需
要
は
、

２
０
３
０
年
代
に
大
き
く
な
る

▽
２
０
１
０
年
以
降
、
総
人
口
は
減

少
し
て
い
く
が
、
64
歳
以
下
の
人
口

の
減
少
が
原
因
で
あ
る

医
師
の
需
給
に
関
す
る
検
討

会
報
告
書
（
２
０
０
６
年
７
月
）

　

医
師
の
勤
務
状
況
調
査
の
結
果
に

よ
れ
ば
、
3
年
以
上
同
一
の
施
設
に

常
勤
で
勤
務
し
て
い
る
医
師
に
3
年

前
と
比
較
し
た
勤
務
負
担
を
尋
ね
た

と
こ
ろ
、
67
・
７
％
が
「
勤
務
負
担

が
増
え
て
い
る
」と
回
答
し
て
い
る
。

そ
の
理
由
（
複
数
回
答
）
と
し
て
は
、

①
病
院
内
の
診
療
外
業
務
（
院
内
委

員
会
活
動
・
会
議
な
ど
）（
62
・３
％
）

②
教
育
・
指
導
（
49
・
4
％
）

③
外
来
患
者
数
の
増
加
ま
た
は
減
少

（
32
・
7
％
）

④
外
来
患
者
1
人
に
費
や
す
時
間

（
28
・
9
％
）

　

そ
の
他
、
以
下
の
よ
う
な
理
由
が

あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

▽
患
者
の
入
院
期
間
短
縮
お
よ
び
高

齢
化
に
よ
る
診
療
密
度
の
上
昇

▽
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
、

医
療
安
全
に
対
す
る
配
慮
の
強
化

▽
医
療
技
術
の
向
上
と
複
雑
化
、
多

様
化

▽
３
６
５
日
24
時
間
ど
ん
な
時
間
で

も
専
門
医
に
診
て
も
ら
い
た
い
な
ど

の
患
者
側
の
要
望
の
拡
大

▽
医
師
が
作
成
す
る
文
書
量
の
増
大

▽
医
師
の
専
門
性
の
細
分
化
に
よ
る

医
師
相
互
で
の
診
療
依
頼
の
増
加

　

ま
た
、
先
に
記
述
し
た
よ
う
な
病

院
に
お
け
る
繁
忙
感
に
加
え
、
勤
務

に
見
合
う
処
遇
が
与
え
ら
れ
て
い
な

い
こ
と
、
さ
ら
に
訴
訟
の
リ
ス
ク
に

さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
含
め
て
、

社
会
か
ら
の
評
価
も
低
下
し
つ
つ
あ

る
と
い
う
感
覚
が
病
院
診
療
の
中
核

を
担
う
中
堅
層
に
広
が
り
、
病
院
で

の
勤
務
に
燃
え
尽
き
る
よ
う
な
形

で
、
病
院
を
退
職
す
る
医
師
が
増
加

し
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。

「
徳
島
県
地
域
枠
推
薦
学
生
」

の
募
集

　
近
年
、
医
師
の
不
足
が
全
国
的
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
な
か
、
徳
島
県
に
お

い
て
も
地
域
医
療
を
支
え
る
医
師
の

不
足
が
深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開
し
、
全

て
の
県
民
に
必
要
な
医
療
を
提
供
で

き
る
体
制
を
今
後
も
維
持
し
て
い
く

た
め
、
徳
島
大
学
医
学
部
医
学
科
推

薦
入
試
の
「
地
域
枠
」（
平
成
23
年

度
は
17
人
）
に
、
県
が
意
欲
の
あ
る

優
秀
な
学
生
を
推
薦
す
る
こ
と
に
よ

り
、
県
内
で
地
域
医
療
を
担
っ
て
活

躍
す
る
「
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
と
し
て

の
医
師
を
養
成
・
確
保
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、「
徳
島
県
地
域
枠
推

薦
学
生
」
を
募
集
し
ま
す
。

住
民
と
し
て
で
き
る
こ
と
を

考
え
ま
し
ょ
う

▽
医
療
を
地
域
の
資
源
と
考
え
、
大

切
に
し
よ
う

▽
医
師
の
労
働
環
境
に
も
関
心
を
持

ち
ま
し
ょ
う

▽
医
療
の
不
確
実
性
に
つ
い
て
理
解

し
よ
う

▽
コ
ン
ビ
ニ
受
診
を
控
え
よ
う

▽
自
分
の
体
や
健
康
に
つ
い
て
よ
く

知
ろ
う

▽
か
か
り
つ
け
医
を
持
と
う

（
地
域
医
療
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

座
長
メ
モ
よ
り
）

　

地
域
医
療
支
援
リ
ー
ダ
ー
養
成
講

習
会（
主
催
：
三
好
保
健
所
、共
催
：

三
好
病
院
・
三
好
市
・
東
み
よ
し
町
・

三
好
市
医
師
会
、
後
援
：
三
好
病
院

を
応
援
す
る
会
・
地
域
医
療
を
考
え

る
会
）
が
平
成
22
年
9
月
か
ら
12
月

に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
は
地
域
医
療
の
課
題
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
医
療
を
支
援
す
る
た
め
の

活
動
を
主
体
的
に
企
画
、
実
践
し
た

り
、
地
域
医
療
を
支
援
す
る
各
種
の

取
り
組
み
に
協
力
す
る
な
ど
、
西
部

圏
域
に
お
け
る
地
域
医
療
支
援
の
運

動
を
普
及
す
る
支
援
者
お
よ
び
リ
ー

ダ
ー
と
な
る
者
を
養
成
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
月
号
よ
り
４
か
月
に
わ
た
り
、

こ
の
講
習
の
内
容（
抜
粋
）
を
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

【
第
１
回
目
】

（
9
月
27
日 

三
好
市
保
健
セ
ン

タ
ー
）
①
地
域
医
療
再
生
計
画
と
三

好
地
区
の
医
療
体
制
…
徳
島
県
医
療

政
策
課　

②
地
域
医
療
の
課
題
…
三

好
保
健
所

　

今
月
号
で
は
②
の
、
三
好
保
健
所

講
義
に
よ
る
「
地
域
医
療
の
課
題
」

（
講
習
会
三
好
保
健
所
資
料
抜
粋
）

に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

年
齢
階
級
別
人
口
構
成
と

医
療
需
要

▽
高
齢
者
の
方
が
多
く
医
療
機
関
を

利
用
す
る

地域医療支援リーダー養成講習会が
実施されました
　〜第 1回〜　　
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山口砂利

大川組

Ａ仮置場

Ｂ仮置場

四
国
三
郎
の
郷

高
瀬
谷
川

至 美馬至 池田
県道鳴門池田線

堤防

中鳥川

吉野川

堤防

芝生低水護岸工事現場

　国土交通省徳島河川国道事務所では、河川改修
のため、三好市において吉野川の掘削工事を実施
しておりますが、その際、伐採竹等が発生します。
地域住民の方々に広く利用していただけるよう仮
置し、持ち帰りが可能な状況となっています。担
当者が現地に居ますので、ご住所、ご氏名を記載
のうえ、指示に従い作業を行ってください。

【留意事項】転売等営利目的での伐採竹等の持ち帰
りは固くお断りします。伐採竹等の枝払い、運搬
等に伴う事故については、当方において責任を負
いかねます。

【期間】２月 10 ～２月 28 日　９時～ 17 時

国土交通省徳島河川国道事務所
吉野川美馬出張所（☎ 0883-63-2049）

住　宅　名 所在地 戸数 単身可 区分 築年度

三野芝生北団地 芝生 1 ○ 公 S45

池田板野団地 イタノ 1 公 S53

池田中西 B 団地 中西 1 ○ 公 S48

池田白地団地 白地 3 ○ 公 S54

池田新山団地 シンヤマ 1 公 S55

池田州津 A 団地 州津 1 公 S53

山城下名２号団地 下名 2 公 S57

山城西宇１号団地 西宇 2 公 H3

山城永美団地 下川 4 ○ 特 H7

山城伊予川団地 信正 1 ○ 特 H9

山城川口団地 引地 2 ○ 特 H12

西祖谷一宇団地 一宇 3 ○ 公 S60

西祖谷一宇第２団地 一宇 1 ○ 公 H8

西祖谷一宇第２団地 一宇 1 ○ 特 H8

西祖谷西岡団地 西岡 1 ○ 特 S62

西祖谷第２西岡団地 西岡 6 ○ 公 H4

西祖谷榎団地 榎 3 ○ 特 S53

西祖谷榎団地 榎 2 ○ 公 S53

西祖谷秘境ふるさと団地 一宇 14 ○ 貸 H13

東祖谷和田第 1 団地 和田 5 ○ 公 S53

東祖谷樫尾団地 樫尾 1 ○ 公 S54

東祖谷新居屋団地 新居屋 1 ○ 特 S51

東祖谷菅生第 2 団地 菅生 1 ○ 公 S54

東祖谷名頃団地 菅生 2 ○ 公 S53

東祖谷名頃団地 菅生 1 ○ 特 S53

東祖谷落合第 2 団地 落合 2 ○ 公 S53

公＝公営住宅　特＝特定公共賃貸住宅　貸＝貸付住宅　改＝改良住宅
市営住宅募集情報は市ホームページにも掲載しています

入居希望者は2月28日（月）17時15分までに必要
書類をご持参のうえ、お申し込みください。
■ お申込みできる方
①現在、同居か同居しようとする親族がある方 ②現に住宅に
困っていることが明らかな方 ③税金・水道・保育料等の公
共料金を滞納していない方 ④所得が所定の基準に該当する
方⑤申込者または同居親族が暴力団員でない方
■ 公営住宅の所得基準
入居世帯の所得合計が月額 15 万 8 千円以下であること。た
だし次の場合は所得合計が月額 21 万 4 千円以下であれば
入居可能です。①高齢者世帯（入居申込者が 60 歳以上で
同居しようとする親族全員が 18 歳未満または 60 歳以上）②
障害者世帯（入居者または同居者が、障害者・戦傷病者・
被爆者・引揚者等）③子育て世帯（同居者に小学校就学前
の子供のいる世帯）
■ 特定公共賃貸住宅の所得基準
入居世帯の所得合計が月額 15 万 8 千円以上 48 万 7 千円
以下　※上記の所得基準に当てはまらない方でも入居可能な
場合がありますので、お問い合わせください。
■ 貸付住宅の所得基準
入居世帯の所得基準なし
■ お申し込み・お問い合わせ先

池田地区　　三好市管理課　　（電話 72-7681）　
三野地区　　三野総合支所　　（電話 77-4804）　
井川地区　　井川総合支所　　（電話 78-5005）　
山城地区　　山城総合支所　　（電話 86-2432）　
西祖谷地区　西祖谷総合支所　（電話 87-2211）　
東祖谷地区　東祖谷出張所　　（電話 88-2896）　

市営住宅入居者募集伐採竹等ご利用ください

　三好市では農振農用地と耕作放棄地
などに対するご意見を農家の皆様から
お伺いし、新たな農業振興地域整備計画
を策定するため、市内各地で説明会を実
施します。
　平成 23 年 3 月の説明会は右表の日程
となります。多数、ご出席ください。

開催日 会　場 開始時間

3 月 1 日 （池田）馬路構造改善センター 10 時

3 月 1 日 （池田）入体構造改善センター 14 時

3 月 2 日 （池田）池田農村婦人の家 10 時

3 月 2 日 （池田）川崎生活改善センター 14 時

3 月 4 日 （山城）山城公民館 10 時

3 月 4 日 （山城）下名公民館 14 時

3 月 9 日 （三野）三野活性化センター 10 時

3 月 9 日 （三野）三野公民館 14 時

3 月 10 日 （井川）白銀荘 10 時

3 月 10 日 （井川）井川公民館 14 時

3 月 15 日 （東祖谷）東祖谷総合支所 10 時

3 月 15 日 （西祖谷）西祖谷保健センター 13 時 30 分

お問い合わせ先

三好市農林振興課（電話 72-7617）

9ch（アナログ）、112ch（デジタル）
■徳島新聞文字ニュース　あわのかわらばん

毎日　7 時 40 分・12 時 40 分・23 時 40 分
■四国まんなかニュース

四国中央市と観音寺市のニュース
毎日　8 時・22 時

■徳島県広報番組　県政アンテナテレビ
毎日　9 時 30 分・17 時 30 分

■とくしまマラソン 2011（中継予定）
　3 月 20 日　9 時〜 16 時

5ch（アナログ）、111ch（デジタル）
■へそっこニュース

6 時・7 時・9 時・12 時・18 時半・19 時半・24 時
■ NHK スペシャル　映像の世紀
　第 9 集 ベトナムの衝撃 〜アメリカ社会が揺らぎ始めた〜
　　　　　2/19 〜 25　20 時
　第 8 集 民族の悲劇 果てしなく 〜絶え間ない戦火 さまよう民の慟哭〜
　　　　　3/5 〜 11　  20 時　
■とくしまマラソン 2011（中継予定）
　3 月 20 日　9 時〜 16 時

ケーブルテレビサービスセンター  ☎ 72-2766
ケーブルテレビ番組放送予定ケーブルテレビ番組放送予定

※予定は変更、中止となる場合があります

ケーブルテレビをご契約の皆様へ　NHKのBS衛星契約について
今年の 7 月 24 日までに、全国でアナログ放送が終了します。三好市のケーブルテレビでは、アナログ放送の
2ch および 11ch において、NHK の BS 放送をご覧いただいておりましたが、アナログ放送終了後は別途設置し
ていただくセットトップボックスやパラボラアンテナが無ければ BS 放送をご覧いただけなくなります。
現在 NHK の BS 契約をされている方は、契約の変更が必要となりますので、アナログ放送終了の際には NHK
と契約変更の手続きをお願いします。

農業振興地域整備計画説明会

 説明会日程

にし阿波ほろ酔いフェア
■ 四国酒まつり 前夜祭
地酒の振る舞い（今小町･三芳菊･芳水･阿波踊･笹
緑･司菊）や、にし阿波の伝統芸能公演などが行
われます。
日時：2 月 25 日　20 時～ 21 時 30 分
入場料：無料（入場者数に制限あり）
場所：峡谷の湯宿 大歩危峡まんなか
※ 阿波池田バスターミナルより無料送迎バスがあ
ります。要予約（四国交通 ☎ 72-1231）
お問い合わせ先：㈳三好市観光協会（☎ 76-0877）

第 12回四国酒まつり
■ 地酒試飲会
四国４県の選りすぐりの地酒 38 銘柄が集結。利
き酒大会なども行われます。
日時：2 月 26 日　10 時～ 16 時
場所：阿波池田商工会議所 3Fホール
チケット：前売り券 1,200 円（阿波池田商工会議
所、JR 四国のみどりの窓口･ワープ支店にて販売）、
当日券 1,400 円
お問い合わせ先：阿波池田商工会議所 （☎ 72-0143）
■ 酒蔵開放
しぼり立ての新酒を飲むことができたり、酒造り
の行程がご覧いただけます。
日時：2 月 26 日　11 時～ 15 時
場所：今小町酒造･三芳菊酒造（池田町）･芳水酒
造（井川町）
お問い合わせ先：阿波池田商工会議所 （☎ 72-0143）

2月11日
から

3月10日
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今
後
の
市
政
運
営
に
活
用
す
る
た
め
、
平
成
22
年
度
の
市
民
意
識
調
査
を
５
月
に

実
施
し
ま
し
た
。
10
月
号
で
そ
の
主
な
結
果
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
11
月
号
か
ら
、

そ
の
他
意
見
に
つ
い
て
の
対
応
を
一
部
要
約
し
て
連
載
し
て
い
ま
す
。
今
月
号
が

最
終
で
【
観
光
課
】【
管
理
課
】【
議
会
事
務
局
】
へ
の
意
見
と
対
応
を
掲
載
し
ま
す
。

【調査概要】三好市全域
を対象とし、20 歳以上
の市民 1,200 人（無作
為抽出）に調査票を送
付し、505 人（ 回収率
42.08％）から回答を得
ました。

市
民
意
識
調
査
の
意
見
と
対
応
を
紹
介
し
ま
す

【
観
光
課
】

　
も
っ
と
市
外
、
県
外
か
ら

人
が
集
ま
っ
て
く
る
よ
う

に
行
事
を
し
て
ほ
し
い
。　

　
現
在
三
好
市
で
は
、
い
け

だ
阿
波
お
ど
り
、
祖
谷
平

家
ま
つ
り
、
国
際
雪
合
戦
四
国
大

会
、
塩
塚
高
原
野
焼
き
な
ど
の
観

光
行
事
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
大

自
然
や
古
来
の
伝
統
文
化
な
ど
独

自
の
資
源
を
生
か
し
た
誘
客
の
施

策
に
つ
い
て
官
民
協
働
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
か
ず
ら
橋
、
ラ
フ
テ
ィ
ン

グ
等
の
観
光
資
源
が
あ
る

が
、
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
、
よ
り
集
客
効
果
を
上
げ
る

か
、
他
に
大
き
な
有
名
な
ブ
ラ
ン

ド
力
の
あ
る
集
客
力
の
あ
る
会
社

と
手
を
組
ん
で
何
か
を
す
れ
ば
ど

う
か
。ど
う
せ
お
金
を
使
う
な
ら
、

一
つ
に
集
中
し
て
何
か
に
特
化
し

た
も
の
を
造
る
た
め
に
使
う
べ
き

だ
と
思
う
。

　
三
好
市
で
は
、
日
本
百
名

山
に
数
え
ら
れ
る
西
日
本

第
2
位
の
高
峰
「
剣
山
」
を
は
じ

め
、
吉
野
川
の
景
勝
地
で
あ
る

「
大
歩
危
・
小
歩
危
」、
そ
の
支
流

に
あ
る
「
祖
谷
渓
」
な
ど
の
豊
か

な
自
然
と
と
も
に
、
日
本
三
大
秘

境
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
祖
谷
」
地

方
の
「
か
ず
ら
橋
」
や
、
国
の
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に

選
定
さ
れ
て
い
る
「
落
合
集
落
」、

さ
ら
に「
平
家
落
人
伝
説
」や「
妖

怪
伝
承
」な
ど
の
歴
史
文
化
や「
祖

谷
そ
ば
」「
清
酒
」
な
ど
風
土
が

育
て
た
伝
統
的
特
産
品
な
ど
、
多

く
の
優
れ
た
地
域
資
源
を
活
用
し

た
体
験
型
観
光
を
す
す
め
、
集
客

を
図
り
ま
す
。

　
先
日
箸
蔵
街
道
を
歩
い

た
。
財
田
駅
を
降
り
る
と
、

駅
前
に
箸
蔵
街
道
案
内
の
絵
地
図

の
案
内
板
が
あ
り
、
猪
鼻
に
向
け

て
歩
い
た
が
所
々
に
案
内
板
や
標

識
が
あ
っ
た
。
香
川
県
側
は
、
い

ろ
い
ろ
案
内
が
あ
っ
て
わ
か
り
や

す
か
っ
た
が
、
徳
島
県
に
入
り
二

軒
茶
屋
を
過
ぎ
る
と
、
ほ
と
ん
ど

が
案
内
板
も
無
く
、
新
し
い
道
な

ど
が
あ
っ
て
迷
う
こ
と
が
多
か
っ

た
。
三
好
市
で
も
、
案
内
板
や
絵

地
図
を
箸
蔵
駅
や
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ

入
り
口
や
国
道
32
号
か
ら
の
上
り

口
に
、
分
か
れ
る
道
に
は
道
標
、

で
き
れ
ば
展
望
台
や
二
軒
茶
屋
な

ど
に
簡
易
ト
イ
レ
が
あ
れ
ば
女
性

も
参
加
で
き
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
に
な
る
と
思
う
。

　
本
年
度
、
観
光
地
の
魅
力

向
上
事
業
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
箸
蔵
街
道
や
箸
蔵
山
を
巡
る

ル
ー
ト
マ
ッ
プ
の
作
成
や
、
道
標

の
設
置
を
行
い
ま
す
。
ト
イ
レ
や

展
望
台
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
現

地
調
査
を
行
い
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
公
営
温
泉
施
設
の
運
営
に

つ
い
て
。
帰
省
し
た
人
に

自
慢
し
て
温
泉
に
案
内
す
る
と

休
業
し
て
い
た
。
住
民
の
た
め
と

先
人
達
が
取
り
組
ん
だ
の
に
、
お

客
に
対
し
て
良
い
の
か
。
い
ま
一

度
、
運
営
の
方
法
に
つ
い
て
勇
気

と
希
望
の
あ
る
学
識
経
験
者
と
住

民
代
表
を
交
え
た
検
討
委
員
会
を

設
け
、
真
剣
に
実
行
に
移
し
て
も

ら
い
た
い
。
お
盆
や
お
正
月
に
閉

店
し
て
い
る
の
は
少
し
問
題
だ
と

思
う
。
市
民
の
期
待
を
裏
切
っ
て

い
る
と
感
じ
る
。
勇
気
を
持
っ
て

見
方
を
改
善
す
る
こ
と
も
今
必
要

で
は
な
い
か
。

　
公
設
温
泉
施
設
の
営
業
に

つ
い
て
は
、
お
客
様
の
ア

ン
ケ
ー
ト
等
に
よ
り
、
で
き
る
だ

け
利
用
客
へ
の
利
便
性
や
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
努
め
て
お
り
ま
す

が
、
お
盆
や
正
月
の
営
業
に
つ
い

て
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
従
業
員
の

確
保
の
都
合
で
一
部
の
施
設
で
定

休
日
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

【
管
理
課
】

　
若
い
夫
婦
が
住
め
る
よ
う

な
、
安
価
な
市
営
住
宅
を

増
や
し
て
ほ
し
い
。
若
い
夫
婦
が

住
め
ば
、
人
口
は
増
え
る
し
、
市

も
活
気
づ
く
の
で
は
な
い
か
。

　
現
在
、
市
営
住
宅
の
将
来

的
な
計
画
で
あ
る
三
好
市

営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
を
策
定

中
で
す
の
で
、
そ
の
中
で
需
要
推

計
を
行
い
、
お
若
い
ご
夫
婦
が
住

み
や
す
い
市
営
住
宅
の
整
備
も
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
営
住
宅
料
滞
納
者
な
ど

は
何
ら
か
の
処
罰
を
し
て

ほ
し
い
。

　
滞
納
者
に
対
し
ま
し
て

は
、
督
促
、
催
告
は
も
と

よ
り
電
話
連
絡
、
個
別
訪
問
に
よ

り
滞
納
者
と
協
議
を
重
ね
、
納
付

誓
約
を
交
わ
し
滞
納
整
理
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。悪
質
な
場
合
は
、

強
制
執
行
を
視
野
に
入
れ
た
法
的

措
置
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
市
管
理
の
溝
が
割
れ
た
り

草
が
生
え
て
困
っ
て
い
る

と
の
訴
え
を
し
て
も
、
何
の
答
え

も
無
い
ま
ま
数
年
そ
の
ま
ま
で
あ

る
。
１
人
１
人
の
申
し
出
に
答
え

て
ほ
し
い
。

　
市
道
の
簡
易
な
補
修
に
つ

い
て
は
、
直
営
に
よ
り
修

繕
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
要

望
受
付
簿
に
よ
り
現
地
確
認
の
う

え
、
計
画
的
に
修
繕
を
行
な
っ
て

お
り
ま
す
。
再
度
お
申
し
出
い
た

だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

　
危
な
い
箇
所
が
多
い
の
で

も
っ
と
道
を
直
し
て
良
く

し
て
ほ
し
い
。

　
地
域
か
ら
の
要
望
も
踏
ま

え
、
計
画
的
な
改
良
を
考

え
て
ま
い
り
ま
す
。

　
何
年
も
前
よ
り
鏡
を
つ
け

て
欲
し
い
と
お
願
い
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
だ
何

も
さ
れ
て
い
な
い
場
所
が
あ
る
。

小
学
生
の
通
学
路
に
も
な
っ
て
お

り
、
運
転
す
る
側
も
見
通
し
が
悪

く
歩
く
側
に
と
っ
て
も
、
と
て
も

危
険
で
あ
る
。
自
分
の
子
ど
も
が

大
き
く
な
り
、
そ
の
道
を
通
っ
て

事
故
に
あ
わ
な
い
か
と
心
配
し
て

い
る
。
市
民
の
少
な
い
声
に
も
耳

を
か
た
む
け
、
現
場
を
見
に
来
た

り
検
討
し
て
欲
し
い
。

　
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
交
通
安
全
対

策
事
業
等
で
計
画
的
に
設
置
し
て

お
る
と
こ
ろ
で
す
。
現
地
確
認
を

し
た
い
の
で
、
ご
一
報
い
た
だ
け

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
へ
そ
っ
子
公
園
を
も
っ
と

子
連
れ
で
も
利
用
し
や
す

い
様
、
改
善
し
て
欲
し
い
。

　
市
民
の
憩
い
の
場
と
な
る

よ
う
、
改
善
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
議
会
事
務
局
】

　
市
議
会
議
員
の
人
数
が
多

す
ぎ
る
。
も
う
少
し
減
ら

す
べ
き
で
は
。

　
三
好
市
の
議
員
定
数
は
地

方
自
治
法
で
、
人
口
5
万

未
満
の
市
は
26
人
を
超
え
な
い
範

囲
内
の
規
定
を
も
と
に
条
例
で
定

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
議
会

の
模
様
を
時
々
見
る
の
だ

が
、
全
議
員
が
出
席
し
て
い
な
い

の
は
ど
う
し
て
か
。

　
事
故
の
た
め
欠
席
す
る
場

合
お
よ
び
委
員
会
な
ど
は

全
議
員
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

お問い合わせ先
三好市行革推進室（電話 72-7629）
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生涯学習自主講座
のご案内

歩こう会
毎月 1 回
9:00 〜
四国内・三好市内
☎ 72-0195 橋本

社会探訪
第 1 水曜日
8:00 〜
バス日帰り可能地
☎ 74-0805 伊藤

社交ダンス
第 1・3 土曜日
19:00 〜
中央公民館
☎ 72-5475 石川

書道
第 2・4 木曜日
13:30 〜
中央公民館
☎ 72-3669 大坂
講師 : 詫間敬久
　　   詫間勝子

カラオケ
第 2 土曜日
19:30 〜
中央公民館
☎ 72-2495 渡辺
講師 : 真鍋順紀

リフォーム
第 1・3 金曜日
13:30 〜
中央公民館
☎ 72-2826 川人
講師 : 釣井彬子

手話
第 2・4 金曜日
19:30 〜
中央公民館
☎ 72-2276 蔦
講師 : 小笠原宏

折り紙
第 2 月曜日
13:30 〜
中央公民館
☎ 72-0469 藤井
講師 : 元木久子

古文書
第 2 土曜日
10:00 〜
中央公民館
☎ 74-0168 大岩

絵画
第 1・3 土曜日
13:30 〜
中央公民館
☎ 78-2473 田岡
講師 : 咲川春男

和彫り
第 1・3 土曜日
13:30 〜
中央公民館
☎ 72-3363 東谷

民舞
第 2・4 金曜日
13:30 〜
中央公民館
☎ 74-0881 斉藤
講師 : 山下尚子
　　  海部朋子

大正琴
第 1・3 月曜日
13:00 〜
中央公民館
☎ 72-1014 篠原
講師 : 川原清子

読書
第 2 火曜日
10:00 〜
中央図書館
☎ 72-3456 住吉

コーラス
第 2・4 木曜日
19:30 〜
中央公民館
☎ 72-5224 山田
講師 : 真鍋順紀

健康と食事
第 3 水曜日
10:00 〜
中央公民館
☎ 72-2307 小野
講師 : 大西善子

俳句
第 2 土曜  18:30 〜
中央公民館
第 3 土曜  13:00 〜
池田保健センター
☎ 72-2417 五島
講師 : 早川通子

書道
第 3 土曜日
13:30 〜
井川公民館
☎ 72-5353 阿佐

古文書
第 4 土曜日
13:30 〜
井川公民館
☎ 78-2161 岡田

井内大正琴
毎週金曜日
13:30 〜
基幹集落センター
☎ 78-2580 萩原

井川民謡
第 1・3 金曜日
13:30 〜
井川公民館
☎ 78-2284 苧川

辻大正琴
毎週火曜日
9:00 〜
井川公民館
☎ 76-3505 為実

生花
第 2 金曜日
13:00 〜
基幹集落センター
☎ 78-3697 川人

井内民舞
第 2 土曜日
13:30 〜
白銀荘
☎ 78-2823 宮成

辻民舞
第 2 月曜日
10:00 〜
井川公民館
☎ 78-2138 元木

茶道（表千家）
第 1・3 水曜日
13:30 〜
井川公民館
☎ 72-6185 阿佐

井内歩こう会
第 1・3 火曜日
9:00 〜
三好地区中心
☎ 78-2580 萩原

辻歩こう会
毎週水曜日
9:00 〜
辻地区中心
☎ 78-2134 岡本

英会話
第 1・3 火曜日
19:30 〜
井川公民館
☎ 78-2517 田岡

自
主
講
座
に

参
加
し
ま
し
ょ
う

　

三
好
市
で
は
、
多
く
の
市
民
が

生
涯
に
わ
た
っ
て
学
習
意
欲
を
持

ち
、
そ
の
学
習
の
成
果
を
地
域
や

社
会
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
各

種
講
座
を
毎
年
開
講
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
他
に
受
講
者
自
ら
が
運

営
す
る
生
涯
学
習
自
主
講
座
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

オカリナ
第 1・3 金曜日
19:30 〜
中央公民館
☎ 74-0859 佐田
講師 : 森見美子

折り紙
第 4 月曜日
13:30 〜
井川公民館
☎ 78-2230 山田

西井川太極拳
第 1・3 木曜日
13:30 〜
なでしこ館
☎ 78-3668 笠井

井川太極拳
毎週金曜日
19:30 〜
井川公民館
☎ 78-3318 大西

パッチワーク
第 1・3 月曜日
9:00 〜
井川公民館
☎ 78-2473 田岡

絵手紙
第 2 火曜日
13:30 〜
井川公民館
☎ 78-3033 岡本

料理
第 2 金曜日
10:00 〜
母子センター
☎ 78-2038 名西

英会話（　　）
毎週火曜日
17:30 〜
山城公民館
☎86-1135山城公民館

英会話（　　）
毎週水曜日
18:30 〜（初級）
19:40 〜（中級）
山城公民館
☎86-1135山城公民館

おとな

こども
初　級

着物着付
第 1・3 月曜日
13:30 〜
山城公民館
☎ 86-1266 蔵下

合唱
第 2・4 金曜日
20:00 〜
山城公民館
☎ 86-1241  泉

詩吟
毎週木曜日
19:00 〜
山城公民館
☎ 86-1533  東

コーラス
毎週水曜日
19:30 〜
井川公民館
☎ 78-5001 川人

くらしの中の書
第 1・3 木曜日
10:00 〜
井川公民館
☎ 78-2781 大西

レザークラフト
第 4 土曜日
9:00 〜
三野公民館
☎ 77-3609 志磨

英会話
毎週水曜日
19:00 〜
三野公民館
☎ 77-2030 鈴木

リズム体操
毎週金曜日
14:00 〜
三野公民館
☎ 77-3747 藤原

水彩画
第 2・4 土曜日
14:00 〜
三野公民館
☎ 77-2030 鈴木

詩吟
毎週火曜日
18:00 〜
三野公民館
☎ 77-2162 尾形

　

平
成
23
年
度
生
涯
学
習
自
主
講

座
は
下
記
の
と
お
り
開
講
予
定
で

す
の
で
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

交
流
の
場
と
し
て
大
い
に
活
用
し

ま
し
ょ
う
。
友
達
を
作
る
き
っ
か

け
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

自
主
講
座
の
申
込
方
法

　

平
成
23
年
度
生
涯
学
習
自
主
講

座
は
、
平
成
23
年
4
月
か
ら
平
成

24
年
2
月
ま
で
開
講
予
定
で
す
。

　

市
内
に
在
住
さ
れ
る
方
ま
た
は

市
内
在
勤
者
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
講
座

へ
の
参
加
希
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
本
年
3
月
20
日
ま
で
に
各
講

座
の
代
表
者
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※ 

三
好
市
主
催
の
生
涯
学
習
正

規
講
座
の
募
集
に
つ
い
て
は
、
市

報
4
月
号
に
て
お
知
ら
せ
す
る
予

定
で
す
。

山城公民館

文部科学省
生涯学習マスコット

「マナビィ」

講座名
開講日時
場所
申込先・代表者
講師

中央公民館

フラワーデザイン
第 2 水曜日
19:00 〜
中央公民館
☎ 72-6671 大西
講師 : 大西康夫

井川公民館三野公民館

生涯学習は、現代社会に生きる人々の必須科目です。しかし
誰かから強制されて行うものではなく、私たち市民一人ひとり
が主人公として、自発的・主体的に進めていくものです。

生涯学習自主講座のご案内



三好市役所人権室  ☎72-7622

 

三
好
市
人
権
教
育
通
信　

　
　
　

三
好
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会　

　
　
　

三
好
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課　

☎
７
２-

３
９
０
０

Ａ
さ
ん
▼
正
直
、
も
う
少
し
堅
苦

し
い
話
か
な
ぁ
と
思
っ
て
い
た
け

れ
ど
、
宮
本
さ
ん
は
自
分
の
体
験

談
や
勉
強
法
を
面
白
お
か
し
く
、

楽
し
い
話
に
し
て
聞
か
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
私
た
ち
に
対
す

る
先
輩
と
し
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
も

し
て
く
れ
て
凄
く
た
め
に
な
り
ま

し
た
。「
宮
本
さ
ん
は
す
ご
い
人

だ
な
ぁ
」
で
終
わ
ら
せ
る
の
で
は

な
く
、
誰
に
で
も
可
能
性
は
あ
る
、

と
こ
の
講
演
を
通
じ
て
感
じ
た
の

で
、
自
分
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を

持
っ
て
い
ろ
い
ろ
挑
戦
し
て
み
よ

う
と
勇
気
を
持
て
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

Ｂ
さ
ん
▼
講
演
会
を
聞
い
て
「
感

謝
」
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
よ

く
考
え
て
み
れ
ば
自
分
の
身
の

回
り
で
は
た
く
さ
ん
感
謝
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
例
え
ば
、
親
が
働
い
て

く
れ
る
か
ら
自
分
は
生
活
で
き

る
、
友
達
が
い
る
か
ら
毎
日
が
楽

し
い
、
探
せ
ば
も
っ
と
た
く
さ
ん

の
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

の
ど
れ
か
一
つ
で
も
な
く
な
る
と

今
の
自
分
の
よ
う
に
毎
日
を
楽
し

く
過
ご
せ
な
く
な
る
と
思
い
ま
し

た
。
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と

に
「
感
謝
」
す
る
気
持
ち
、「
あ
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11
月
６
日
、
昨
年
に
引
き
続
き
講
師
に
豊
川
高
校
教
師
の

宮み
や
も
と
ま
さ
は
る

本
延
春
さ
ん
を
お
迎
え
し
「
オ
ー
ル
１
先
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ 

～
い
じ
め
、
引
き
こ
も
り
、
天
涯
孤
独
の
絶
望
か
ら
夢
を
実
現

す
る
ま
で
～
」
と
い
う
演
題
で
講
演
会
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
市
内
中
学
生
を
対
象
と
し
た
講
演
会
で
、
宮
本
先
生
の

幼
少
期
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
実
体
験
で
の
お
話
で
あ
り
、
参

加
し
た
中
学
生
に
は
有
意
義
な
講
演
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
紙
面
の
都
合
で
、
一
部
の
生
徒
さ
ん
の
感
想
文
を
掲
載
さ
せ
て

戴
き
ま
し
た
。

り
が
と
う
」
と
い
う
言
葉
に
込
め

ら
れ
た
意
味
を
少
し
で
も
多
く
理

解
し
て
、
少
し
で
も
多
く
使
え
る

よ
う
に
な
れ
た
ら
い
い
な
ぁ
と
思

い
ま
す
。
自
分
に
感
謝
、
周
り
に

感
謝
、
す
べ
て
に
感
謝
。「
あ
り

が
と
う
」
っ
て
い
ろ
ん
な
人
に
言

え
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

Ｃ
さ
ん
▼
先
生
の
話
を
聞
い
て
、

勇
気
や
希
望
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り

ま
し
た
。
ど
ん
な
困
難
が
あ
っ
た

と
し
て
も
、
努
力
し
て
そ
れ
を
乗

り
越
え
て
い
け
る
よ
う
に
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
先
生
の
よ
う
に
、

人
前
で
自
信
を
持
っ
て
自
分
の
事

を
話
せ
る
の
は
す
ご
い
と
思
い
ま

し
た
。
そ
れ
に
は
「
努
力
し
て
ほ

し
い
」
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

Ｄ
さ
ん
▼
宮
本
先
生
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
は
、
と
て
も
心
に
響
い
た
り
、

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
い
じ
め
ら

れ
て
い
た
こ
と
や
、
親
が
亡
く

な
っ
て
１
人
に
な
っ
た
時
の
苦
労

な
ど
聞
い
て
、
今
、
自
分
に
家
族

が
い
る
事
が
と
て
も
幸
せ
な
こ
と

な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。「
あ
た

り
ま
え
」
の
対
義
語
は
「
あ
り
が

と
う
」
と
い
う
言
葉
は
、
一
生
覚

え
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
講
演
会
で
、
先
生
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
忘
れ
ず
に
、
人
を

大
切
に
し
た
り
家
族
や
友
達
が
い

る
こ
と
や
当
た
り
前
に
な
っ
て
い

る
こ
と
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
感

謝
し
な
が
ら
、
生
き
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

Ｅ
さ
ん
▼
す
ご
く
中
学
生
に
も
分

か
り
や
す
く
て
、
お
腹
を
押
さ
え

て
笑
っ
た
り
、
い
い
講
演
会
で
し

た
。
私
の
お
母
さ
ん
も
、
ガ
ン
な

の
で
宮
本
さ
ん
が
お
話
し
て
い
た

中
で
同
じ
気
持
ち
の
部
分
も
あ
り

涙
が
溢
れ
て
き
ま
し
た
。
今
私
た

ち
が
ど
ん
な
に
あ
り
が
た
い
も
の

や
人
に
囲
ま
れ
て
い
る
か
考
え
る

て
み
る
と
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

今
私
は
「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉

を
毎
日
言
っ
て
い
ま
す
。
本
当
に

「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
も
の
は

私
た
ち
が
生
活
す
る
中
に
無
限
に

あ
り
ま
す
。

　

宮
本
先
生
の
講
演
を
聞
き
中
学

生
の
み
な
さ
ん
も
、
感
じ
入
る
と

こ
ろ
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
講
演
会
を

開
催
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 日時　平成 23 年 2 月 24 日（木）13 時 30 分
 場所　三好市池田総合体育館 サブアリーナ

講師

　 菊
き く ち

池 幸
ゆ き お

夫 さん
プロフィール
中央大学法学部法律学科卒
業後、現在は番町法律事務
所において弁護士として活躍
されています。日本テレビ「行
列ができる法律相談所」に準
レギュラーとして出演中。

三好市人権教育推進協議会・三好市教育委員会生涯学習課

三好市人権教育振興大会のご案内
ぜひこの機会に参加してください

罪
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
一

方
で
中
高
齢
層
の
検
挙
人
員
が
急
増
し

て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
経
済
の
低

迷
が
あ
り
ま
す
。
社
会
基
盤
が
弱
い
た

め
実
刑
を
受
け
や
す
く
、
高
齢
受
刑
者

が
増
加
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

高
齢
者
犯
罪
増
加
に
つ
い
て
考
え
る

う
え
で
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
社
会
保
障
の

違
い
は
大
変
参
考
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
、
収
入
の
半
分
が
税

金
で
消
え
ま
す
。
例
え
ば
消
費
税
は

25
％
、
一
般
家
庭
で
は
貯
金
が
出
来
な

い
ほ
ど
高
い
の
で
す
。
し
か
し
税
金
は

社
会
保
障
に
使
わ
れ
る
た
め
、
政
府
と

市
民
の
信
頼
関
係
が
強
く
不
満
は
起
こ

り
ま
せ
ん
。
国
家
予
算
の
約
40
％
が
福

　

毎
日
の
よ
う
に
殺
人
の
ニ
ュ
ー
ス
が
後

を
絶
た
ず
、
恐
ろ
し
い
く
ら
い
「
殺
人
」

と
言
う
言
葉
を
耳
に
し
ま
す
が
、
信
じ
ら

れ
な
い
こ
と
に
、
１
９
５
０
年
後
半
か
ら
、

日
本
の
殺
人
事
件
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、

検
挙
率
は
95
％
前
後
を
推
移
し
て
い
ま
す
。

検
挙
率
が
高
い
理
由
は
殺
人
の
8
割
以
上

が
顔
見
知
り
で
、
4
割
が
家
族
間
で
起
こ

る
た
め
で
す
。
最
近
、
親
が
子
ど
も
を
、

子
ど
も
が
親
を
殺
す
事
件
が
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
戦
後
日
本
の
殺
人
事

件
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
り
特
に
珍
し
い
こ

と
で
は
な
い
の
で
す
。

　

最
近
の
犯
罪
の
動
向
と
し
て
、
少
子
高

齢
化
傾
向
に
よ
り
、
犯
罪
を
起
こ
し
や
す

い
若
年
層
が
減
少
し
、
全
体
か
ら
み
て
犯

祉
予
算
と
し
て
計
上
さ
れ
る
た
め
、
医
療

や
教
育
は
ほ
ぼ
タ
ダ
で
、
万
全
の
年
金
補

償
や
、
高
齢
者
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
方
自

治
体
は
住
む
場
所
の
な
い
者
に
対
し
て
住

宅
を
提
供
す
る
義
務
を
負
っ
て
お
り
、
高

齢
者
用
住
宅
の
数
は
確
保
さ
れ
、
21
世
紀

に
入
る
前
か
ら
高
齢
化
に
備
え
公
共
住
宅

を
整
備
す
る
政
策
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

将
来
高
齢
者
が
貧
困
に
陥
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
も
し
犯
罪
者
と
な
っ
て
も
福
祉

を
受
け
る
権
利
が
あ
り
、
刑
務
所
内
で
も

継
続
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
は
、
日
本
で
問

題
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
高
齢
者
が
万

引
な
ど
の
軽
微
な
罪
を
犯
し
、
最
後
に
は

受
刑
者
と
な
る
よ
う
な
人
は
い
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
日
本
の
現
状
は
、
雇
用
を
失
い

再
就
職
先
も
な
く
貧
困
に
陥
り
、
生
活
苦

か
ら
窃
盗
で
検
挙
さ
れ
出
所
後
、
そ
れ
が

軽
い
刑
で
も
福
祉
的
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
に

く
く
な
り
、
生
き
て
行
く
た
め
同
じ
犯
罪

を
繰
り
返
す
と
い
っ
た
悪
循
環
を
た
ど
る

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
結
局
刑
務
所
に

帰
る
し
か
な
い
と
言
う
こ
と
に
な
り
、
や

が
て
刑
務
所
で
天
寿
を
全
う
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
つ
ま
り
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
よ
う

に
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
が
あ
れ
ば
高
齢
者

犯
罪
は
起
こ
ら
な
く
な
る
と
言
う
こ
と
で

す
。
格
差
社
会
が
解
消
さ
れ
、
人
が
人
と

し
て
生
き
て
行
く
た
め
の
社
会
補
償
が
約

束
さ
れ
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実

現
が
早
急
に
望
ま
れ
る
の
で
す
。

刑
を
終
え
て

出
所
し
た
人
の
人
権

人
権
擁
護
委
員
委
嘱
状
が

公
布
さ
れ
ま
し
た

　

次
の
3
名
の
方
が
、
法
務
大
臣

か
ら
同
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
▼
平
成
25
年
12
月
31
日
ま
で

【
新
任
】

新居健一郎 さん
（山城町）

樫浦知美 さん
（東祖谷）

中谷幸子 さん
（東祖谷）

任
期
▼
平
成
25
年
12
月
31
日
ま
で

【
再
任
】
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中央図書館
［一般書］■歌うクジラ 上・下／村上龍 ■お江の方と春
日局／植松三十里 ［児童書］■「名作」で鍛えるトコトン
考える力／宮川俊彦 ■イトウくん／三木卓 ［絵本］ ■よ
めたよ、リトル先生／ダグラス・ウッド ■じゃがいもポテト
くん／長谷川義史 ■ 10 ／マリオン・バタイユ

井川図書館
［一般書］■再会／横関大 ■勝手にふるえてろ／綿矢
りさ ■絶対読めない漢字／向笠修司 ［児童書］■ネズ
ミさんとモグラくんの楽しいおうち／ウォン・ハーバー
ト・イー ■ねぐせうらない／おおたにみねこ ■片腕の
キャッチ／ M・J・アウク

新着図書の紹介

Books

［一般書］中央図書館

抱擁、あるいはライスには塩を
著者：江國香織 
神谷町の洋館に暮らす柳島家は、
ロシア人の祖母、変わった教育方
針などの事情で周囲から浮いてい
て…。時代、場所、語り手を変え、
幸福の危うさ、力強さを綴る、３世
代にわたる風変わりな一族の物語。

■ 3 月の行事予定
・おはなし会［中央図書館］

　　日時：毎週土曜日　14 時〜 14 時 30 分

・おはなしひろば［井川図書館］

　　日時：毎週土曜日　10 時 30 分〜 11 時

■ 3 月の休館日
中央図書館：毎週水曜日

井川図書館：毎週火曜日

■ 巡回配本日程（3 月）
   1 日   井川 - 井内小

　　        三野 - 王地小

   3 日   池田 - 川崎小 . 旧大利郵便局 . 佐野小

　 4 日   池田 - 三縄駅 . 三縄幼 . 三縄小

　 7 日   三野 - 三野幼 . 芝生小

   8 日   山城 - 政友小 . 大野小

   10 日   東祖谷 - 落合小 . 祖谷歴史館 . 栃之瀬小

　           西祖谷 - 檪生小

   11 日   池田 - 西山小 . 箸蔵幼 . 萩田商店前

　14 日   池田 - 馬路小 . 白地小

　28 日   山城 - 西宇分館 . 下名小

・市内の方ならどなたでもご利用いただけます。

・詳しい日程は中央図書館にお問い合わせください。

■ 中央図書館よりおしらせ
2 月 20 日に、読み聞かせ講習会を 10 時 30 分から、ふ

ゆのおはなし会を 13 時 30 分から開催します。ぜひ参

加してください。2 月 21 日〜 24 日の間、特別館内整

理日（蔵書点検）のため休館いたします。

中央 ☎72-2781　　井川 ☎78-4311

［児童書］井川図書館
小学生の電子レンジのおやつマジック
著者：村上祥子
電子レンジを使って、マジックみ
たいにびっくりしながらおやつが
作れるおいしい実験を紹介します。
電子レンジを使うと、プリン、クレー
プ、クッキー、白玉だんごなどが、
かんたんに手早く楽しく作れます。

新着図書は上記以外にもありますので、各図書館にお
問い合わせください。

Sports

頭師 宗
そうにん

仁 ちゃん

池田 2才

上野 悠
ゆ う ま

真 ちゃん

池田 2才

古味 快
か い と

悠 ちゃん

池田 1才

坂本 葵
あおい

 ちゃん

東祖谷 1才

森岡 恵
け い た

大 ちゃん

池田 3才

中村 悠
は る ま

馬 ちゃん

池田 2才

岡 汰
た い き

樹 ちゃん

池田 1才

木村 奏
か の ん

音 ちゃん

池田 1才

倉本 結
ゆ い き

生 ちゃん

池田 1才

田野 瑛
え い と

大 ちゃん 

池田 3才

3月生まれのお子様（1歳〜3歳）募集中！

お名前（ふりがな）、住所、誕生日、電話番号をご
記入のうえ、写真を三好市秘書広報課までお送り
ください。3 月号の締切は 2 月 20 日です。
★ 写真はトリミングします。また写真は返却でき

ませんので、ご了承ください。
★ デジカメ等の場合は、データを秘書広報課まで

直接お持ちになるか、Ｅメール（koho@city.
tokushima-miyoshi.lg.jp）でお送りください。

2 月

久保さんは市内の老人保健施設で過ご
されており、ご家族や職員の方に囲ま
れてお祝いしました。花束を受け取り

「ありがとうございます」としっかりと
した口調でお礼を述べられていました。
これからも元気でお過ごしください。

久保ウメノ さん
（山城町相川）1/10

祝 百歳到達
おめでとうございます

いけだスポーツクラブの新年度プログラムおよび会員募集については、3 月号でお知らせい
たします。競技スポーツだけではなく、健康づくり、スポーツの楽しさや仲間づくり、人と
まちを元気にするために、活き活きとしたライフステージの場を目指します。

いけだスポーツクラブ （電話 72-5755）

スポーツマーケット 2011 のお知らせ
　高校生の部活動紹介や市内小・中学生のスポーツをとおした交流イベントです。参加は無料です。
　高校生のお兄さんお姉さん、他の学校の友達と一緒にスポーツを楽しもう。
　日時：平成 23 年 2 月 19 日（土）　9 時〜 12 時 30 分 ( 受付 8 時 30 分）
　会場：三好市池田総合体育館（体育館シューズを準備してください）

お申し込み・お問い合わせ先：三好市スポーツ少年団事務局（電話 72-5755）

「私は若いから大丈夫」…。
仕事や子育てに忙しい世代の皆さんか
ら聞かれる声です。しかし、健康づく
りは若い時からの生活習慣の積み重ね
が大切です。今回三好市では、40 歳
までの方を対象に「ヘルスマイル教室」
を開催します。運動で汗を流し、自分
の健康について一緒に考えませんか。

日時▼ 3 月 3 日・10 日・14 日・17 日・31日
　　　10 時〜 11 時 30 分（全日程参加が原則です）
場所▼三好市保健センター　多目的ホール
定員▼先着 30 人　保育あり
内容▼健康チェック・運動実技など
申込期限▼ 3 月 1 日

　　　　　　　　お申し込み・お問い合わせ先
　　　　　　　　　三好市健康づくり課（☎ 72-6767）

元気に笑顔で過ごしてほしいから

ヘルスマイル教室のおしらせ

吉田 実
み ひ ろ

紘 ちゃん

井川 3才
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おもしろいこと、珍しいもの、
どんなことでもいいので耳より
な情報をお知らせください。

　三好市役所　秘書広報課
　　　 ☎ 0883-72-7646

厳冬にできた自然の彫刻

　井川町井内東にあるご来迎の滝は、毎年寒さの
厳しい日が続くと凍りますが、今年も１月中旬頃
に寒い日が続いたので、見事なつららを見ること
ができました。ここの場所は陽があまり当たらず、
暖かい日が続かなければ、この自然の彫刻をしば
らく見ることができそうです。
　写真に写っている人と大きさを比較していただ
ければ、どれだけ大きくて、迫力があるのか判っ
てもらえると思います。

水車を組み立てたよ

　三野町芝生の「三村用水」に１月
19 日、水車が設置されました。こ
れは地域のクリーンエネルギーの活
用に向けた取り組みとして行われた
ものです。この日は水車の組立作業
も行われ、三村用水について学んで
いる芝生小学校４年生の子どもたち
が、指導を受けながら水車の部品の
組み立てを行いました。できあがっ
た直径約 2.5 メートルの水車には発
電機が取り付けられ、今後は農業用
水を利用したマイクロ水力発電の実
証調査が行われます。

たばこ文化と歴史を学ぶ

　三好市のたばこの歴史や文化を継
承し発展させていくため市民ととも
に取り組んでいこうと、１月８日、
市中央公民館で三好市たばこ講演会
が開催され約 50 人の市民が参加し
ました。たばこと塩の博物館学芸部
長の半田昌之さんを講師に迎え「日
本のたばこ 歴史と文化」と題して講
演があり、「たばこの長い歴史の中に
は人々の知恵と文化が残っている。
これからも地域の中でたばこの歴史
や文化を残して、次の世代へつなげ
ていってほしい」と話していました。

懸命のたすきリレー展開

　１月４日から６日まで新春恒例の
徳島駅伝大会が開催されました。三
好市チームは、これまで日々練習を
重ね、本番では 44 区間 268.2 キロ
を奮闘し走りぬくことができ、昨年
からの悲願であった「最下位を脱出」
することができました。
　また、今回は三好市出身の 2010
年広州アジア大会金メダリスト（ト
ライアスロン）である細田雄一さん
も選手団に加わり見事な走りをみ
せ、中・高校生選手のいい刺激にな
りました。

ミニかずら橋完成

　阿波池田たばこ資料館に、約 8m
のミニかずら橋がお目見えしました。
　地元住民グループが観光客に楽し
んでもらおうと企画し、長年、祖谷
のかずら橋の架け替えに携わる、梅
本定久さん（西祖谷山村）と橋口明義
さん（山城町）の２人に依頼しました。
そして、約 200 キロのカズラを使い、
わずか 2 日間で立派なミニかずら橋
を完成させました。人が渡ることは
できませんが見応えは充分で、5 月
のゴールデンウィーク頃まで無料で
展示する予定だそうです。

雪上での熱い戦い

　第 7 回国際雪合戦四国大会が 1
月 29 日から 2 日間、いやしの温泉
郷グラウンドで行われ、4 県から
27 チームが参加しました。今年は
積雪が多く、一面銀世界での大会と
なりました。試合は1チーム7人で、
敵陣の旗を奪うか、より多く雪玉を
当てたチームが勝ちとなります。一
般の部はいやすき 1、小学校高学年
の部はライトニングヒットマンズ、
小学校低学年の部はとちっ子ホワイ
トスターズが優勝し、すべての部で
三好市のチームが制しました。

今年１年の商売繁盛を願う

　池田町のえびす神社で１月10日、
恒例の「えびす祭り」が開かれ、今
年１年の商売繁盛などを願う大勢の
参拝客でにぎわいました。
　神社では神事が厳かに執り行わ
れ、真剣な表情で商売繁盛や家内安
全などを祈る参拝者の長い列ができ
ていました。神社近くの販売所では、
縁起物の飾りがついた福笹や熊手を
買い求める人でにぎわい、また、買
い物をした方を対象にした福引や温
かいぜんざいの振る舞い、福餅投げ
なども行われました。

今年も地域の安全守ります

　平成 23 年三好市消防団出初式が、
1 月 9 日、三好市池田総合体育館で行
われ、57 分団・866 人の団員が参加
しました。連合消防団長が「消防団員
としての自覚を持ち、地域の安全に尽
力してほしい」と訓辞し、各表彰授与
や感謝状贈呈などが行われました。
　その後、池田町消防団第 1 分団が
諏訪公園（池田町ウヱノ）において、
約 110 年の伝統を持つという「樽回
し」を披露しました。樽が豪快に回り
ながら立ち上がると、見物客から盛ん
な歓声と拍手が送られました。

タイガーマスクが三好市にも

　全国でタイガーマスク（伊達直人）
などを名乗る匿名の寄付が広がるな
か、市内でも 1 月 13 日に「辻小学
校・辻幼稚園・辻放課後児童クラブ
の皆様へ」というあて名書きの段ボー
ルが辻小学校へ届きました。中身は
モップ 16 個で、同封の手紙には「気
持の良い毎日を過ごすためにお掃除
してください」と書かれていました。
　近藤校長は「子ども達と共に温か
い気持ちに触れることのできた出来
事で、くださった方の優しさを共有
しました」と語ってくれました。

三枝さんの独演会

　落語家の桂三枝さんの独演会が 1
月 23 日に池田総合体育館で行われ、
約 700 人の観客が来場しました。
　公演の中で三枝さんは２作品を披
露しました。１つ目の噺

はなし

「妻の旅行」
では今年 40 周年を迎える司会番組

「新婚さんいらっしゃい」収録での出
来事を織り交ぜて話したり、２つ目
の噺

はなし

「涙をこらえてカラオケを」では、
実際にマイクを片手に歌声を披露し
ました。会場には何度も笑いと拍手
がおこり、観客は三枝さんの巧みな
芸を堪能しました。

2011.2　2021　市報 みよし



　
家族による援助を受ける事が困難な
方などで、身の回りの事は自分でで
きる方
場所▼三好市山城町大野 508-2（大
野小学校隣）
利用料▼所得により決定
定員▼20戸（1月15日現在7戸空室）
お問い合わせ先▼三好市生活支援ハ
ウス（☎ 86-2661）、三好市長寿・
障害福祉課（☎ 72-7612）

山城デイサービスセンター等の
指定候補者選定結果について

　三好市山城デイサービスセンター
等指定管理者の選定について、三好
市山城デイサービスセンター等指定
管理者選定委員会に諮り、調査・審
議の結果、以下のとおり指定候補者
の選定を行いました。
　今回選定を行った指定候補者につ
いては、指定候補者を指定管理者と
する議案を市議会に上程し、可決さ
れた場合当該施設の管理運営を行う
こととなります。
指定候補者▼
団体名：社会福祉法人 山城会
住所：三好市山城町西宇 1227-4
代表者名：理事長 中平正三
選定委員会▼ 1 月 26 日
採点結果▼第 1 候補者（1,000 点満
点中 856 点）
お問い合わせ先▼三好市長寿・障害
福祉課（☎ 72-7612）

献血にご協力お願いします
【3 月 4 日（金）】
三好市役所三野総合支所駐車場
10 時～ 12 時

三好市生活支援ハウスが
空いています

　三好市生活支援ハウスは、独立し
て生活することに不安のある高齢者
に介護機能、居住機能および交流機
能等を提供することにより、安心し
て健康で明るい生活を送れるよう支
援し、福祉の増進を図る事を目的と
した施設です。
対象▼ 60 歳以上の 1 人暮らしの方、

児童なんでも相談室
相談日▼第 4 月曜日 10 時〜 12 時
相談場所▼子育て支援センター
お問い合わせ・ご相談先▼三好市地
域福祉課（☎ 72-7637）

三好市社協 法律相談
日時▼ 3 月 4 日　13 時～ 16 時
弁護士▼大西聡氏
場所・予約お申し込み先▼社協山城
支所（☎ 86-2434）
※秘密厳守・料金無料。予約制。

三好市社協 一般相談
相談内容▼困りごと全般
相談日・相談場所▼
 毎週火曜日   井川老人福祉センター
 毎週水曜日   社協本所・池田支所 
 3 月 9 日　東祖谷 祖谷歴史館
 3 月 16 日　山城総合支所
 3 月 17 日　社協三野支所
 3 月 17 日   社協西祖谷支所
※三野と西祖谷は予約が必要です。
時間▼
13 時～ 16 時

（井川 10 時〜12 時）
（山城 13 時〜15 時）
一般相談は各支所で常時受付けてい
ますので、お気軽にご相談ください。
お電話での相談もお受けします。
お問い合わせ先▼
社協本所・池田支所（☎ 72-5885）
社協三野支所（☎ 77-2882）
社協山城支所（☎ 86-2434）
社協井川支所（☎ 78-3140）
社協東祖谷支所（☎ 88-2688）
社協西祖谷支所（☎ 87-2088）

i情報ひろば information市民の皆様の生活に役立つ情報や催しなどを紹介するページです。

人権相談
相談は無料で、秘密は固く守られま
す。お気軽にご相談ください。
相談日・相談場所▼
 3 月 9 日　老人福祉センター（西祖谷） 
 3 月 10 日　三好市役所
 3 月 15 日　三野公民館
 3 月 16 日　山城総合支所
時間▼ 13 時〜 15 時
お問い合わせ先▼三好市市民課人権
室（☎ 72-7622）

みよし広域連合法律相談
相談日▼第1・3金曜日（祝祭日除く）
ご予約・お問い合わせ先▼みよし広
域連合事務局（☎ 72-5121）

徳島西部ライフサポート
センター定例相談

弁護士による法律相談▼第 1 火曜日
保険金融相談▼第 2 木曜日
出張労働相談▼第 3 木曜日
ニート支援出張相談▼第 4金曜日
いずれも予約が必要です。
一般相談▼火～土曜日 10 時～ 17 時
ご予約・お問い合わせ先▼徳島西部ラ
イフサポートセンター（☎ 72-8611）

結婚相談
婚活パーティー▼ 3 月 5 日　16 時

（場所：レストハウスウエノ）
3 月の相談日時▼
第 3 土曜日　13 時〜 16 時
相談場所▼三好市社会福祉協議会
お問い合わせ先▼さくら結婚サポー
トセンター（☎ 72-2495 渡辺）

多重債務でお悩みの方に
四国財務局に、借金を抱え悩んでお
られる方々のための相談窓口がござ
います。多重債務問題は必ず解決す
る問題です。相談は無料です。まず
お電話ください。
相談先▼四国財務局多重債務相談員

（☎ 087-831-2155）
相談時間▼月〜金曜日（祝祭日除く）
9 時〜 12 時・13 時〜 17 時

三好市行政相談
相談日・相談場所▼
 3 月 2 日　東祖谷 祖谷歴史館
 3 月 3 日　西祖谷総合支所
 3 月 4 日　井川総合支所 
 3 月 10 日　三好市役所
 3 月 15 日　三野公民館
 3 月 16 日　山城総合支所
時間▼ 13 時～ 15 時
 （西祖谷のみ 10 時～ 12 時）
お問い合わせ先▼三好市総務課（☎
72-7600）、各総合支所

事業資金のお申し込みは
お急ぎください

　日本政策金融公庫（財務省所管）
は、中小企業の皆さまへの事業資金
のご融資を行っております。次の設
備・運転資金に対する政府による金
利低減の措置が平成 23 年 3 月末で
終了いたします。決定・実行までに
は相応の調査期間が必要ですので、
早めのお申し込みをお願いします。
詳しくはお問い合わせください。
設備資金▼設備資金の利率を、融資
日から 2 年間、融資制度に定める利
率から年 0.5%引き下げいたします。

（すべての事業用設備資金が対象）
運転資金▼セーフティネット貸付の
運転資金を利用される方のうち、業
況が悪化している方で雇用の維持拡
大を図る方の利率を、基準利率から
0.5％（最大）引き下げいたします。
お問い合わせ先▼日本政策金融公庫
徳島支店（☎ 088-622-7271）

筆界特定制度を
利用してみませんか

　所有地と隣接地間で筆界について
争いがあって困っていませんか。　
　「筆界」とは、ある土地が登記さ
れたときにその土地の範囲を区画す
るものとして定められた線であり、
所有者の合意等によって変更するこ
とはできません。これに対して、所
有権の範囲を画する線という意味で
用いられる「境界」がありますが、
筆界とは異なる概念となります。
　「筆界特定制度」は、土地の所有

保健・福祉

便利で安心な口座振替
　国民年金保険料の納付には、口座
振替がご利用になれます。
　口座振替をご利用されますと、保
険料が自動的に引き落とされるので
金融機関などに行く手間が省けるう
え、納め忘れもなくとても便利です。
　また、口座振替には、当月分保険
料を当月末に引き落とさせていただ
くことにより月々 50 円割引される
早割制度や、現金納付よりも割引額
が多い 6 か月前納・1 年前納もあり、
大変お得です。　
　口座振替をご希望の方は、納付書
または年金手帳・通帳・金融機関届
出印を持参のうえ、年金事務所また
は口座をお持ちの金融機関でお申込
みください。なお、4 月から口座振
替による保険料納付をご希望の場合
は、2 月末までにお申込をお願いし
ます。
お問い合わせ先▼阿波半田年金事務
所（☎ 0883-64-3474）

年 金 そ の 他

相 談

権の登記名義人等の申請により、申
請人等に意見および資料を提出する
機会を与えたうえ、外部専門家であ
る筆界調査委員の意見を踏まえて、
筆界の現地における位置を特定する
制度です。なお、申請には手数料等
が必要になります。詳しくは法務局
までお問い合わせください。
お問い合わせ先▼徳島地方法務局登
記部門（☎ 088-622-4171）、徳島
地方法務局美馬支局（☎ 0883-52-1
164）
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市民課窓口において
所得証明書が発行できます

　現在、市役所（本庁）では所得証
明書の発行を２階税務課においての
み行っております。そのため来庁時
に階段利用など皆様にご不便をおか
けしておりましたが、来庁者の利便
性向上を目的に、3 月より１階市民
課窓口においても所得証明書が発行
できるようになります。
　なお、市民課窓口において発行で
きる証明書は次のとおりです。
①所得証明書 ②所得課税証明書 ③非
課税証明書（手書きによる証明書に
ついては税務課窓口でお願いします）
お問い合わせ先▼三好市市民課（☎
72-7609）、三好市税務課（☎ 72-7
615）

ハローワーク三好に
求人検索パソコン導入しました
　今年 1 月 31 日からハローワーク
三好で徳島県内および近県のハロー
ワークで受け付けた全ての求人を求
人情報検索パソコンでご覧になれる
ようになりました。このパソコンは、
画面でタッチするだけで、簡単に操
作することができます。お仕事をお
探しの方は、この機会にハローワー
ク三好をぜひご利用ください。
利用者のメリット▼近隣のハロー
ワークへ足を運ばなくてすみます。
希望の求人を県外・県内別に早く探
せます。ゆっくりご利用できます。
お問い合わせ先▼ハローワーク三好

（☎ 72-1221）

地上デジタル放送視聴のための
支援制度について

【支援制度が拡大されました】
新たな支援の対象▼まだ地上デジタ
ル放送に対応できていない世帯で、
世帯全員が市民税非課税の措置を受
けている世帯。NHK との放送受信
契約が必要です。〈NHK の放送受信
契約については NHK ふれあいセン
ター（☎ 0570-077077）へお問い
合わせください〉
支援の内容▼簡易なチューナー 1
台を無償で給付（配送）および電話
サポート（チューナーの訪問設置や
アンテナ改修等は行いません）
申込方法▼申込書に必要事項を記入
し、三好市市民課および税務課が発
行する「世帯全員が記載された住民
票の写し」と「世帯全員分の市民税
非課税証明書」を添付して、総務省
地デジチューナー支援実施センター
へ送付してください。申込書は、イ
ンターネットや電話などで総務省地
デジチューナー支援実施センターか
らお取り寄せいただくか、三好市情
報政策課などに設置してあります。
申込期限▼平成 23 年 7 月 24 日（4
月 1 日以降の支援については平成
23 年度予算成立が前提）
お問い合わせ先▼総務省地デジ
チューナー支援実施センター（市民
税非課税世帯への支援専用 ☎0570-
023724)

【NHK 放送受信料全額免除世帯へ
の支援の期限が延長されました】
　これまでと同じ支援内容（チュー
ナーの設置、アンテナ改修、ケーブ
ルテレビ加入時の初期費用等）です。
詳しくはお問い合わせください。

　 お早めに　春の確定申告
　春の訪れとともに、確定申告の時
期がまいりました。
　所得税の確定申告と納税、贈与税
の申告と納税は 3 月 15 日まで、消
費税および地方消費税の確定申告と
納税は 3 月 31 日までです。（納税
について口座振替を利用されている
場合は、所得税は 4 月 22 日、消費
税は 4 月 27 日に引き落としになり
ます）
インターネットで申告書作成▼
　国税庁ホームページ「確定申告書
等作成コーナー」では、画面の案内
に従って必要事項を入力することに
より、所得税、贈与税および個人事
業者の消費税（地方消費税を含む）
の申告書等が作成できます。イン
ターネットを利用して、直接電子申
告（e‐Tax）するかまたは A4 サイ
ズの普通紙に印刷し、郵送などで税
務署に提出することができます。
　なお、税務署では、ご自分で確定
申告書等を作成される方のために、

「確定申告書等作成コーナー」用パ
ソコンを設置し、記載方法やパソコ
ンへの入力方法のアドバイスを行っ
ています。
お問い合わせ先▼池田税務署（☎
72-2155）

納め忘れはありませんか
　2 月 28 日は、国保税 8 期の納期
限です。みなさんの暮らしを支える
大切な税です。納期内の納付をお願
いします。
お問い合わせ先▼三好市税務課（☎
72-7614・7615）

「わな」の設置には
免許が必要です

　くくりわな等の「わな」を使用し
て野生鳥獣を捕獲するには、狩猟免
許および狩猟者登録が必要です。こ
れらの許可を受けずに違法に野生鳥
獣の捕獲をすることは、「鳥獣の保
護及び狩猟の適正化に関する法律」
により禁止されており厳しく処罰さ
れます。
　狩猟で使用される「わな」には設
置した者がわかる標識の表示が義務
づけられており、標識のついていな
い「わな」や狩猟期間外に設置され
た「わな」は、違法な「わな」とな
ります。なお、鳥獣保護監視員など
により定期的に巡回し、「わな」の
設置状況などを監視しています。
　これらの違法わなを発見した場合
や野生動物の捕獲については、下記
までお問い合わせください。
お問い合わせ先▼西部総合県民局環
境担当（☎ 0883-53-2063）、三好
市農林振興課（☎ 72-7618）

国の教育ローン
　高校、大学等に入学・在学するお
子さまをお持ちのご家庭を対象とし
た、公的な融資制度です。
融 資 額 ▼ 学 生・ 生 徒 1 人 あ た り
300 万円以内
利率▼年 2.75％（母子家庭の方は
年 2.35％）
返済期間▼ 15 年以内（母子家庭・
交通遺児家庭の方は 18 年以内）
お問い合わせ先▼国の教育ローン
コールセンター（☎ 0570-008656・
03-5321-8656）

i情報ひろば information市民の皆様の生活に役立つ情報や催しなどを紹介するページです。

申込期限▼平成 23 年 7 月 24 日（4
月 1 日以降の支援については平成
23 年度予算成立が前提）
お問い合わせ先▼総務省地デジ
チューナー支援実施センター（NHK
放送受信料全額免除世帯への支援専
用 ☎ 0570-033840）

ご存知ですか
事故被害者の支援

【交通遺児等へ育成資金貸付け】
義務教育終了まで育成資金が無利子
で借りられます。
対象者▼自動車事故により死亡また
は重度後遺障害者となられた方の 0
歳から中学校卒業までのお子様
貸付金額▼
一時金 155,000 円、毎月 20,000 円、
入学支度金 44,000 円
返済期間▼中学卒業後20年以内（高
校・大学等に進学する場合は、卒業
まで猶予）

【重度後遺障害者へ介護料支給】
対象者▼自動車事故が原因で、脳・
脊髄または胸腹部臓器を損傷し重度
の後遺障害を持つため、常時または
随時の介護が必要な状態である方
支給金額▼
1. 常時の介護が必要な方のうち、

「重度後遺障害診断書」で症状が「最
重度」であると認められた方　
月額 68,440 円〜 136,880 円
2. 1 以外で常時の介護が必要な方
月額 58,570 円〜 108,000 円
3. 随時の介護が必要な方
月額 29,290 円〜 54,000 円
お問い合わせ先▼独立行政法人自動
車事故対策機構徳島支所（☎ 088-6
31-7799）

暮 ら し
お問い合わせ 消防本部 ☎76-5118

小児救急医療（夜間18時～翌9時・日曜9時～翌9時）

毎週 火曜・水曜・木曜 ---------- 県立三好病院
　但し、火・水曜の22時以降は当直医が初期対応。
毎週 月曜・金曜・土曜・日曜 ----半田病院

3月
受診時間 　夜間:17時～23時・休日:9時～23時

夜間・休日救急医療当番医

0120-3444-69
フリーダイヤル み　よ　し　市　　無　休

徳島こども救急電話相談
受診した方が良いのか、様子をみても大丈夫なのか、
看護師や小児科医が電話でアドバイスをします。

みよし市健康相談
医師等が24時間・年中無休で健康・医療等のご相談に
応じ、無料でアドバイスをします。

つながらない場合は ☎088-621-2365

健康・医療に関するご相談は

＃8000プッシュ回線の固定電話や
携帯電話からは局番無しの  

ご利用にあたってのお願い
　救急医療当番医は、夜間や休日にケガや急病
になった方のための診療です。急患以外の場合
は平日に診察を受けましょう。
　当番医は変更になる場合がありますので、事
前に電話で確認し、症状等を説明のうえ、受診
してください。（健康保険証をご持参ください。）

（18時～翌朝8時）

藤内整形外科病院 三加茂 ☎82-3677
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三野田中病院 三野 ☎77-2300

三木病院 三野 ☎77-3900

三木病院 三野 ☎77-3900

三木病院 三野 ☎77-3900

宮佐医院 池田 ☎72-0149

北條病院 池田 ☎72-0007

北條病院 池田 ☎72-0007

山城診療所 山城 ☎86-3230

浜クリニック 池田 ☎72-0667

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

川原医院 三加茂 ☎82-2009

岸野医院 三野 ☎77-2001

上田医院 三好 ☎79-2004

松浦医院 三加茂 ☎82-2309

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

田岡医院 池田 ☎72-5551

藤内整形外科病院 三加茂 ☎82-3677

三野田中病院 三野 ☎77-2300

村山内科 池田 ☎72-2110

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

山下医院 三好 ☎79-2005

安宅循環器内科 池田 ☎72-6300

北條病院 池田 ☎72-0007

さんさん医院 三加茂 ☎82-5410

岸野医院 三野 ☎77-2001

田岡医院 池田 ☎72-5551

浜クリニック 池田 ☎72-0667

たばこをやめたいけどやめられない方 禁煙外来しております
MRI 検査・CT検査・胃カメラ（鼻から）できます
乳がん検診・人間ドック・企業健診・一般健診
禁煙外来・血液サラサラ検査・各種検査
　　　　　　　　　病気を予防、早期発見を !!

随時受付中　お問い合わせください

子宮頸がんは、ワクチン接種と
定期的な検診で予防できる時代です
はじめましょう！子宮頸がん予防！

「市報みよし」は毎月、15,000 部が市内
全域に配布されています。ぜひ、会社
やお店の宣伝にご活用ください。
詳しくは三好市秘書広報課（☎ 72-764
6）までお問い合わせになるか、三好市
ホームページをご覧ください。

広告を掲載しませんか？
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交通安全コマーシャルに
出演しませんか

　市民のみなさんに出演していただ
く、交通安全コマーシャルの製作を
計画しています。年間を通して実施
されている交通安全運動にあった内
容で製作する予定です。内容は下記
のとおりです。
　市民のみなさん参加型の、わかり
やすくて、楽しい交通安全コマー
シャルを一緒に作りましょう。
内容▼春・秋の全国交通安全運動（4
月・9 月）、自動車安全運転推進月
間（5 月）、シートベルト・チャイ
ルドシート着用推進月間（7・8 月）、
高齢者交通安全県民運動（11 月）、
飲酒運転撲滅月間（12 月）、年末・
年始交通安全県民運動（12 月・1 月）
応募資格▼三好市にお住まいの方な
ら誰でも結構です。
お問い合わせ先▼三好地区交通安全
教育推進協議会（三好警察署内☎
72-0110）

地域づくり実践講座・県政講座
どなたでも受講いただけます。
日時▼３月４日（金）13 時 30 分
〜 16 時（開場 13 時）
場所▼つるぎ町農業構造改善セン
ター（美馬郡つるぎ町貞光）　　　

【地域づくり実践講座】
テーマ▼にし阿波の植物を考える
講師▼徳島県自然保護協会会長 森
本康滋 氏

【県政講座】
テーマ▼にし阿波の観光振興
講師▼徳島県西部総合県民局企画振
興部長 伊藤晴夫 氏
お申し込み・お問い合わせ先▼徳島
県西部総合県民局企画振興部美馬庁
舎（☎ 0883-53-2031）

古着を使って利・細工る教室
【古着でつくるハーフパンツなど】
参加費▼ 500 円
日時▼ 3 月 16 日（水）10 時
募集人数▼ 15 名程度
必ず前日までに電話でお申し込みく
ださい。お好みの着物生地をご持参
ください。昼食をはさみますので、
お弁当をご持参ください。

　　
障がい者就職面接会

　ハローワーク三好管内の雇用失業
情勢は、依然として厳しいものになっ
ています。そこで、一人でも多くの
障がい者が就職できることを目的と
して、就職面接会を次のとおり、開
催いたします。
　障がい者の皆さん、この機会に参
加してみませんか。
日時▼ 2 月 25 日（金）14 時～ 15
時（受付 13 時 30 分）
場所▼ハローワーク三好 大会議室
内容▼個別面接会
※履歴書をご持参ください。なお、
複数の事業所をご希望の方は、履歴
書を複数枚用意してください。
参加事業所数▼ 6 事業所（予定）
お問い合わせ先▼ハローワーク三好

（☎ 72-1221）

徳島県立貞光工業高等学校
土木科・建築科 閉科式

　皆様に支えられてきた本校の土木
科と建築科が平成 22 年度末をもっ
てそれぞれの長い歴史に幕をおろす

こととなりました。土木科は昭和
38 年に設置されて以来 48 年間で
1,491 人、建築科は昭和 49 年に設
置以来 37 年間で 1,172 人の卒業生
を輩出し、多くの地域の方々や保護
者の皆様、教職員とともに歩んで参
りました。これからは両科を再編統
合した建設科として歴史を刻んで参
ります。
　閉科を迎えるにあたりまして、閉
科式を挙行することになりました。
どうぞご参列を賜りますようご案内
申し上げます。
日 時 ▼ 2 月 28 日（ 月 ）　13 時 30
分（受付 13 時）
場所▼徳島県立貞光工業高校体育館
出席連絡・お問い合わせ先▼県立貞
光工業高等学校（☎ 0883-62-3135）

平成 23 年
春季全国火災予防運動

期間▼ 3 月 1 日〜 7 日
全国統一防火標語▼
消したかな　あなたを守る　合言葉

【一般住宅にも火災警報器の設置が
義務づけられることとなりました】
　総務省消防庁は、住宅火災による
死傷者を減少させるため、消防法を
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 三好市の人口

　男  性   14,714 人
（ - 24 人） 

　女  性   16,559 人　
（ - 23 人）

　総  数   31,273 人
（ - 47人）

　世帯数  13,709 戸
　　（ + 7 戸） 

平成 23 年 2 月 1 日現在
　  （　）内は前月対比
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催 し

informationi情報ひろば 市民の皆様の生活に役立つ情報や催しなどを紹介するページです。

改正し、すべての住宅において住宅
用火災警報器の設置を義務づけるこ
ととしました。
　みよし広域連合火災予防条例で
定められ、新築住宅は平成 18 年か
ら、既存住宅も平成 23 年 6 月 1 日
から義務化されます。平成 23 年 5
月 31 日までに設置しましょう。
　逃げ遅れを防ぐためにも、適正な
個所に設置をお願いします。

【住宅防火 7 つのポイント】
3 つの習慣▼
寝たばこは絶対にしない、ストーブ
は燃えやすいものから離して使用す
る、ガスコンロから離れる時は必ず
火を消す
4 つの対策▼
逃げ遅れを防ぐために住宅用火災警
報器を設置する、寝具・衣頬・カー
テンは防炎品を使用する、火災を小
さいうちに消すために消火器等を設
置する、お年寄りや体の不自由な人
を守るために近隣所の協力体制をつ
くる
お問い合わせ先▼みよし広域連合消
防本部（☎ 76-5119）、池田消防署（☎
72-0177）、東消防署（☎ 79-2195）、
西消防署（☎ 86-1119）、祖谷分署（☎
88-5551）

募 集

お申し込み・お問い合わせ先▼リサ
イクルプラザ（☎ 74-1160）

（60）
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□ 編集後記
今年の 1 月は例年に比べ雪が多く寒
い日が続きました。今月号では、そ
んな寒い冬ならではの凍った滝など
の話題をフォトニュースでお届けし
ました。しかし、早いもので立春が
過ぎ、暦の上ではもう春が始まって
います。春とともにやってくる「花
粉症」の症状は私にとって毎年の悩
みの種ですが、それでも本格的な暖
かな春がとても待ち遠しいです。（N）

三好市にも出現したタイガーマスク
は、何も見返りを求めていない素晴
らしいヒーローです。普通、プレゼ
ントをもらった時の表情を見てみた
いとか、「ありがとう」の言葉を聞
きたいとか、心のどこかにあるはず
なのに。それなのに自分は子どもに
対して、妻よりも気に入られようと、
ついついお菓子などをあげて甘やか
してしまっています。　　　　　（K）

辻の浜
ー 三好市井川町浜東 ー

59
歩
目

　鉄道も車もない時代、交通は主に吉野川の
舟運に頼り、人々の往来や物資の搬出入が行
われ、辻の浜は吉野川の主要な川港の一つと
して賑わいました。
　近世以降、祖谷地方などの後背地の人々は
山を越え、谷沿いの小道を辿り、辻の浜にやっ
て来ていました。商人たちの他、徳島城下、
伊勢参り、京参りに行く人達もここを訪れ、
多くの荷物や人が行き交いました。
　藩政時代も辻は池田とともに葉たばこの集
散地として栄え、たばこ工場は 80 以上もあっ
たと言われています。
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